
平
成
五
年
総
理
府
令
第
九
号

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
及
び
絶
滅
の

お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ

き
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
個
体
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
制
等
（
第
一
条―

第
十
九
条
）

第
二
章
　
生
息
地
等
の
保
護
に
関
す
る
規
制
（
第
二
十
条―

第
三
十
二
条
）

第
三
章
　
保
護
増
殖
事
業
（
第
三
十
三
条―

第
三
十
五
条
）

第
四
章
　
認
定
希
少
種
保
全
動
植
物
園
等
（
第
三
十
六
条―

第
四
十
七
条
）

第
五
章
　
雑
則
（
第
四
十
八
条―

第
五
十
六
条
）

附
則

第
一
章
　
個
体
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
制
等

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法

律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
希
少
野
生
動
植
物
種
の
加
工
品
）

第
一
条
の
二
　
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）

別
表
第
五
の
加
工
品
の
欄
の
環
境
省
令
で
定
め
る
加
工
品
は
、
次
の
表
の
科
名
の
欄
に
掲
げ
る
科
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
加
工
品
の
欄
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

科
名

加
工
品

カ
ン
ガ
ル
ー
科

履
物
、
か
ば
ん
、
袋
物

ね
ず
み
カ
ン
ガ
ル
ー
科
履
物
、
か
ば
ん
、
袋
物

ね
こ
科

履
物
、
か
ば
ん
、
袋
物
、
楽
器

ぞ
う
科

履
物
、
か
ば
ん
、
袋
物
、
楽
器
、
室
内
娯
楽
用
具
、
食
卓
用
具
、
喫
煙
具
、
文
房
具
、
日
用

雑
貨
、
仏
具
、
茶
道
具

う
ま
科

履
物
、
か
ば
ん
、
袋
物

ペ
ッ
カ
リ
ー
科

履
物
、
か
ば
ん
、
袋
物

う
み
が
め
科

履
物
、
か
ば
ん
、
袋
物
、
日
用
雑
貨
、
楽
器

ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
科

履
物
、
か
ば
ん
、
袋
物
、
楽
器

ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
科

履
物
、
か
ば
ん
、
袋
物
、
楽
器

お
お
と
か
げ
科

履
物
、
か
ば
ん
、
袋
物
、
楽
器

に
し
き
へ
び
科

履
物
、
か
ば
ん
、
袋
物
、
楽
器

ボ
ア
科

履
物
、
か
ば
ん
、
袋
物
、
楽
器

つ
め
な
し
ボ
ア
科

履
物
、
か
ば
ん
、
袋
物
、
楽
器

（
法
第
二
条
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
一
条
の
三
　
法
第
二
条
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
昆
虫
館
又
は
動
物
園
、
植
物
園
、
水
族
館
若
し

く
は
昆
虫
館
に
類
す
る
施
設
（
野
生
動
植
物
の
生
き
て
い
る
個
体
の
販
売
若
し
く
は
貸
出
し
又
は
飲
食
物
の
提
供

を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

（
提
案
の
募
集
）

第
一
条
の
四
　
法
第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
提
案
の
募
集
は
、
少
な
く
と
も
毎
年
度
一
回
、
当
該
提
案
の
募
集

の
た
め
の
相
当
な
期
間
を
定
め
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
環
境
大
臣
は
、
前
項
の
期
間
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す

る
。

（
捕
獲
等
の
禁
止
の
適
用
除
外
）

第
一
条
の
五
　
法
第
九
条
第
四
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
由
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
人
の
生
命
又
は
身
体
の
保
護
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
。

二
　
大
学
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
及
び
国
立
大
学
法
人

法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
四
項
に
定
め
る
大
学
共
同
利
用
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
お
け
る
教
育
又
は
学
術
研
究
の
た
め
に
捕
獲
等
を
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
あ
ら
か
じ
め
、
環
境
大
臣
に
届

け
出
た
も
の
（
公
立
の
大
学
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
十
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
が
設
置
す
る
大
学
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
環
境
大
臣
に
通
知
し

た
も
の
）
に
限
る
。
）
。

三
　
次
に
掲
げ
る
行
為
に
伴
っ
て
捕
獲
等
を
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
十
条
の
三
若
し
く
は
第
三
十
八
条
又
は
地
す
べ
り

等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
処

分
に
よ
る
義
務
の
履
行
と
し
て
行
う
行
為
で
あ
っ
て
急
を
要
す
る
も
の

ロ
　
非
常
災
害
に
対
す
る
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
の
行
為

四
　
個
体
の
保
護
の
た
め
の
移
動
又
は
移
植
を
目
的
と
し
て
当
該
個
体
の
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
次
に
掲

げ
る
行
為
に
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
（
あ
ら
か
じ
め
、
環
境
大
臣
に
届
け
出
た
も
の
に
限
る
。
）
。

イ
　
森
林
の
保
護
管
理
の
た
め
の
標
識
又
は
野
生
鳥
獣
の
保
護
増
殖
の
た
め
の
標
識
、
巣
箱
、
給
餌
台
若
し
く

は
給
水
台
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

ロ
　
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
測
量
標
又
は
水
路
業
務
法

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
水
路
測
量
標
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る

こ
と
。

ハ
　
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
三
条
第
一
号
に
掲

げ
る
施
設
、
同
条
第
二
号
イ
、
ロ
、
ハ
、
ル
若
し
く
は
ヲ
に
掲
げ
る
施
設
（
同
号
イ
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い

て
は
駐
車
場
及
び
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
除
き
、
同
号
ハ
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
公
共
施
設
用
地
に
限
る
。
）

又
は
同
法
第
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
漁
港
施
設
と
み
な
さ
れ
て
い
る
施
設
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ

と
。

ニ
　
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
漁
港
管
理
規
程
に
基
づ
き
標
識
を
設

置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

ホ
　
沿
岸
漁
業
（
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
助
成
法
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
沿
岸
漁
業
（
総
ト
ン
数
十
ト
ン
以
上
二
十
ト
ン
未
満
の
動
力
漁
船
（
と
う
載
漁
船
を
除
く
。
）
を
使
用

し
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
生
産
基
盤
の
整
備
及
び
開
発
を
行
う
た
め
に
必
要
な

沿
岸
漁
業
の
構
造
の
改
善
に
関
す
る
事
業
に
係
る
施
設
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

ヘ
　
海
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
号
）
第
七
条
に
規
定
す
る
沿
岸
水
産
資
源
開

発
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
係
る
増
殖
又
は
養
殖
の
た
め
の
施
設
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

ト
　
道
路
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

チ
　
信
号
機
、
防
護
柵
、
土
留
擁
壁
そ
の
他
道
路
、
鉄
道
、
軌
道
又
は
索
道
の
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
施
設
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

リ
　
鉄
道
、
軌
道
若
し
く
は
索
道
の
駅
舎
又
は
自
動
車
若
し
く
は
船
舶
に
よ
る
旅
客
運
送
事
業
の
営
業
所
若
し

く
は
待
合
所
に
お
い
て
、
駅
名
板
、
停
留
所
標
識
又
は
料
金
表
、
運
送
約
款
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

を
表
示
し
た
施
設
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

ヌ
　
鉄
道
、
軌
道
又
は
索
道
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
（
上
家
を
含
む
。
）
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

ル
　
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
三
条
第

十
四
号
に
規
定
す
る
廃
油
処
理
施
設
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

ヲ
　
航
路
標
識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
航
路
標
識
（
以
下
単
に

「
航
路
標
識
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
船
舶
の
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
施
設
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す

る
こ
と
。

ワ
　
船
舶
又
は
積
荷
の
急
迫
し
た
危
難
を
避
け
る
た
め
の
応
急
措
置
と
し
て
仮
設
の
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物

（
以
下
単
に
「
工
作
物
」
と
い
う
。
）
を
新
築
す
る
こ
と
。
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カ
　
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
航
空
保
安
施
設
を
設
置

し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

ヨ
　
郵
便
差
出
箱
、
集
合
郵
便
受
箱
、
信
書
便
差
出
箱
、
公
衆
電
話
施
設
又
は
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十

九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
百
四
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
陸
標
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

タ
　
電
気
供
給
の
た
め
の
電
線
路
、
有
線
電
気
通
信
の
た
め
の
線
路
又
は
空
中
線
系
（
そ
の
支
持
物
を
含
む
。
）

を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

レ
　
気
象
、
地
象
、
地
動
、
地
球
磁
気
、
地
球
電
気
又
は
水
象
の
観
測
の
た
め
の
施
設
を
設
置
し
、
又
は
管
理

す
る
こ
と
。

ソ
　
送
水
管
、
ガ
ス
管
、
電
気
供
給
の
た
め
の
電
線
路
、
有
線
電
気
通
信
の
た
め
の
線
路
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
工
作
物
を
道
路
に
埋
設
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

ツ
　
消
防
又
は
水
防
の
用
に
供
す
る
望
楼
又
は
警
鐘
台
を
設
置
す
る
こ
と
。

ネ
　
法
令
の
規
定
に
よ
り
、
又
は
保
安
の
目
的
で
標
識
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

ナ
　
こ
の
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
た
め
の
仮
設
の
工
作
物
（
宿
舎
を
除
く
。
）
を
当
該
行
為
に
係
る
工
事
敷

地
内
に
お
い
て
設
置
す
る
こ
と
。

ラ
　
放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
放
送
の
業
務
又
は
電
気
通

信
事
業
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
の
管
理
の
た
め
に
必
要
な
行
為

ム
　
水
力
、
火
力
又
は
原
子
力
に
よ
る
発
電
の
た
め
必
要
な
ダ
ム
、
水
路
、
貯
水
池
、
建
物
、
機
械
、
器
具
そ

の
他
の
工
作
物
の
設
置
若
し
く
は
改
良
又
は
こ
れ
ら
の
た
め
必
要
な
工
作
物
の
設
置
若
し
く
は
改
良
及
び
送

電
変
電
施
設
の
整
備
、
ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
二
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る

ガ
ス
事
業
又
は
工
業
用
水
道
事
業
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
工

業
用
水
道
事
業
を
行
う
者
が
行
う
保
安
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
行
為

ウ
　
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ

た
重
要
文
化
財
、
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
同
法
第

九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
埋
蔵
文
化
財
、
同
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
若
し
く

は
同
法
第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
仮
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
、
同
法
第
百
三
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
重
要
文
化
的
景
観
又
は
旧
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
法
律
（
昭
和

八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
物
件
の
保
存
の
た
め
の
行
為

ヰ
　
鉱
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
鉱
業
、
採
石
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
九
十
一
号
）
第
十
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
法
（
昭
和
四
十
三

年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
砂
利
採
取
業
を
行
う
こ
と
。

ノ
　
農
業
、
林
業
又
は
漁
業
を
営
む
た
め
に
行
う
行
為

オ
　
森
林
法
第
二
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
保
安
林
の
区
域
又
は
同
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
保
安
施
設
地

区
（
以
下
「
保
安
林
の
区
域
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
同
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
許
可
を
受
け
た
者
が

行
う
当
該
許
可
に
係
る
行
為
又
は
同
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
の
同
項
に
規
定
す
る
行
為
（
同
法
第
四
十
四

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
捕
獲
等
の
目
的
）

第
二
条
　
法
第
十
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
目
的
は
、
教
育
の
目
的
、
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
等
の
個
体

の
生
息
状
況
又
は
生
育
状
況
の
調
査
の
目
的
そ
の
他
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
等
の
保
存
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ

る
目
的
と
す
る
。

（
捕
獲
等
の
許
可
の
申
請
等
）

第
三
条
　
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
（
第
三
項
に
規
定
す
る
許
可
の
申
請
を
除
く
。
）
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
職
業
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
、
代
表
者
の
氏

名
及
び
主
た
る
事
業
）

二
　
捕
獲
等
を
し
よ
う
と
す
る
個
体
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
種
名

ロ
　
卵
を
採
取
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨

ハ
　
数
量

三
　
捕
獲
等
を
す
る
目
的

四
　
捕
獲
等
を
す
る
区
域
及
び
当
該
区
域
の
状
況

五
　
捕
獲
等
の
方
法

六
　
捕
獲
等
を
し
た
個
体
の
輸
送
方
法
（
生
き
て
い
る
個
体
の
場
合
に
限
る
。
）

七
　
捕
獲
等
を
し
よ
う
と
す
る
期
間

八
　
捕
獲
等
を
し
た
個
体
を
飼
養
栽
培
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
場
所
の
所
在
地
、
飼
養
栽
培
施

設
の
規
模
及
び
構
造
並
び
に
飼
養
栽
培
の
取
扱
者
の
住
所
、
氏
名
、
職
業
及
び
飼
養
栽
培
に
関
す
る
経
歴

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
捕
獲
等
を
す
る
区
域
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
図
面

二
　
捕
獲
等
を
し
た
個
体
を
飼
養
栽
培
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
飼
養
栽
培
施
設
の
規
模
及
び
構
造
を

明
ら
か
に
し
た
図
面
及
び
写
真

三
　
捕
獲
等
を
し
よ
う
と
す
る
個
体
が
動
物
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
捕
獲
等
の
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
図
面

３
　
法
第
三
十
条
第
一
項
の
事
業
に
係
る
譲
渡
し
又
は
引
渡
し
の
た
め
に
す
る
繁
殖
の
目
的
で
行
う
特
定
第
一
種
国

内
希
少
野
生
動
植
物
種
の
生
き
て
い
る
個
体
の
捕
獲
等
に
つ
い
て
の
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申

請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
特
定
国
内
種
事
業
の
届
出
年
月
日
及
び
届
出
先

三
　
捕
獲
等
を
し
よ
う
と
す
る
個
体
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
種
名

ロ
　
卵
を
採
取
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨

ハ
　
数
量

四
　
捕
獲
等
を
す
る
区
域
及
び
当
該
区
域
の
状
況

五
　
捕
獲
等
の
方
法

六
　
捕
獲
等
を
し
た
個
体
の
輸
送
方
法

七
　
捕
獲
等
を
し
よ
う
と
す
る
期
間

八
　
捕
獲
等
を
し
た
個
体
を
繁
殖
さ
せ
る
場
所
の
所
在
地
、
繁
殖
施
設
の
概
要
並
び
に
繁
殖
に
従
事
す
る
者
の
氏

名
及
び
繁
殖
に
関
す
る
経
歴

九
　
繁
殖
方
法
及
び
繁
殖
計
画

４
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
捕
獲
等
を
す
る
区
域
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
図
面

二
　
繁
殖
施
設
の
規
模
及
び
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
図
面
及
び
写
真

三
　
捕
獲
等
を
し
よ
う
と
す
る
個
体
が
動
物
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
捕
獲
等
の
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
図
面

５
　
法
第
十
条
第
五
項
の
許
可
証
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
許
可
証
」
と
い
う
。
）
の
様
式
は
、
様
式
第
一

の
と
お
り
と
す
る
。

６
　
法
第
十
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
従
事
者
証
の
交
付
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請

書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
業

二
　
捕
獲
等
に
係
る
許
可
証
の
番
号
及
び
交
付
年
月
日

三
　
捕
獲
等
に
従
事
す
る
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
職
業

７
　
法
第
十
条
第
六
項
の
従
事
者
証
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
従
事
者
証
」
と
い
う
。
）
の
様
式
は
、
様
式

第
二
の
と
お
り
と
す
る
。

８
　
法
第
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
又
は
従
事
者
証
の
再
交
付
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
職
業
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
、
代
表
者
の
氏

名
及
び
主
た
る
事
業
）
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二
　
許
可
証
又
は
従
事
者
証
の
番
号
及
び
交
付
年
月
日

三
　
許
可
証
若
し
く
は
従
事
者
証
を
亡
失
し
、
又
は
許
可
証
若
し
く
は
従
事
者
証
が
滅
失
し
た
事
情

９
　
許
可
証
及
び
従
事
者
証
は
、
そ
の
効
力
を
失
っ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
こ
れ
を
環
境
大
臣
に
返
納
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

10
　
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
を
返
納
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
捕
獲
等
に
係

る
個
体
の
都
道
府
県
別
の
数
量
及
び
処
置
の
概
要
（
第
三
項
に
規
定
す
る
許
可
に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
利
用

状
況
）
を
環
境
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

11
　
法
第
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
又
は
従
事
者
証
の
再
交
付
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
再
交
付
を
受
け
た

後
に
お
い
て
亡
失
し
た
許
可
証
又
は
従
事
者
証
を
回
復
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
回
復
し
た
許
可
証
又
は

従
事
者
証
を
環
境
大
臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
個
体
の
取
扱
方
法
）

第
四
条
　
法
第
十
条
第
九
項
（
法
第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
環
境
省
令
で
定
め
る

方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
個
体
を
飼
養
栽
培
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
適
当
な
飼
養
栽
培
施
設
に
収
容
す
る
こ
と
。

二
　
当
該
個
体
の
生
息
若
し
く
は
生
育
に
適
し
た
条
件
を
維
持
し
、
又
は
当
該
個
体
を
殺
傷
若
し
く
は
損
傷
し
な

い
よ
う
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
。

三
　
前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
許
可
に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
捕
獲
等
に
係
る
個
体
を
繁
殖
さ
せ
た
個
体
と
明

確
に
区
別
し
て
管
理
す
る
こ
と
。

（
譲
渡
し
等
の
禁
止
の
適
用
除
外
）

第
五
条
　
法
第
十
二
条
第
一
項
第
八
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
試
験
研
究
機
関
が
試
験
研
究
の
た
め
に
譲
渡
し
等
を
す
る
場
合

二
　
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
警
察
の
責
務
と
し
て
譲
渡
し

等
を
す
る
場
合

三
　
検
察
庁
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
検
察
官
の
職
務
と
し
て
譲
渡
し
等
を

す
る
場
合

四
　
第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
捕
獲
等
を
し
た
生
き
て
い
る
個
体
の
譲
渡
し
等
を
す
る
場
合

五
　
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
）
第
三
十
六
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
収
容
さ
れ
た
生
き
て
い
る
個
体
の
譲
渡
し
等
を
す
る
場
合

六
　
次
に
掲
げ
る
行
為
に
伴
っ
て
譲
渡
し
等
を
す
る
場
合

イ
　
砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
土
地
の
管
理
を
行
い
、

又
は
当
該
土
地
に
お
い
て
同
法
第
一
条
に
規
定
す
る
砂
防
工
事
を
行
う
こ
と
。

ロ
　
海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
岸
保
全
区
域
の
管
理
を
行

い
、
又
は
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
岸
保
全
施
設
に
関
す
る
工
事
を
行
う
こ
と
。

ハ
　
地
す
べ
り
等
防
止
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
す
べ
り
防
止
区
域
の
管
理
を
行
い
、
又
は
同
法
第
二

条
第
四
項
に
規
定
す
る
地
す
べ
り
防
止
工
事
を
行
う
こ
と
。

ニ
　
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
区
域
の
管
理
を
行

い
、
又
は
当
該
区
域
内
に
お
い
て
同
法
第
八
条
に
規
定
す
る
河
川
工
事
を
行
う
こ
と
。

ホ
　
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
管
理
を
行
い
、
又
は
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
急
傾

斜
地
崩
壊
防
止
工
事
を
行
う
こ
と
。

ヘ
　
森
林
法
第
四
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
保
安
施
設
事
業
又
は
地
す
べ
り
等
防
止
法
に
基
づ
く
ぼ
た
山
崩

壊
防
止
工
事
を
行
う
こ
と
。

ト
　
文
化
財
保
護
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
重
要
文
化
財
の
指
定
、
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
、
同
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
史
跡
名
勝
天
然
記
念

物
の
指
定
若
し
く
は
同
法
第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
仮
指
定
の
た
め
の
行

為
又
は
同
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
埋
蔵
文
化
財
を
調
査
す
る
こ
と
。

チ
　
第
一
条
の
五
第
四
号
ウ
に
掲
げ
る
行
為

七
　
個
体
の
保
護
の
た
め
の
移
動
又
は
移
植
を
目
的
と
し
て
当
該
個
体
の
譲
渡
し
等
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
行
為
に
伴
う
も
の

イ
　
砂
防
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
土
地
以
外
の
土
地
に
お
い
て
同
法
第
一
条
に
規
定
す
る
砂
防

設
備
に
関
す
る
工
事
を
行
う
こ
と
。

ロ
　
河
川
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
区
域
以
外
の
区
域
に
お
い
て
同
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る

河
川
管
理
施
設
の
工
事
を
行
う
こ
と
。

ハ
　
雪
崩
の
防
止
の
た
め
の
工
事
を
行
う
こ
と
又
は
火
山
地
、
火
山
麓
若
し
く
は
火
山
現
象
に
よ
り
著
し
い
被

害
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
に
お
い
て
土
砂
の
崩
壊
等
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
土
石
流
発
生

監
視
装
置
、
測
定
機
器
そ
の
他
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
工
作
物
を
設
置
す
る
こ
と
。

ニ
　
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
公
園
又
は
都
市
計

画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施
設
で
あ
る
公
園
、
緑
地
若

し
く
は
墓
園
（
以
下
「
都
市
公
園
等
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

ホ
　
下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
、
同
条
第
四

号
に
規
定
す
る
流
域
下
水
道
又
は
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る
都
市
下
水
路
（
以
下
「
下
水
道
」
と
い
う
。
）

を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

ヘ
　
道
路
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

２
　
法
第
十
二
条
第
一
項
第
九
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
大
学
に
お
け
る
教
育
又
は
学
術
研
究
の
た
め
に
譲
渡
し
等
を
す
る
場
合

二
　
獣
医
師
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
四
章
の
規
定
に
よ
る
業
務
に
伴
っ
て
譲
渡
し
等
を
す

る
場
合

三
　
文
化
財
保
護
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
、
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
同
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
埋
蔵
文
化
財
、

同
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
若
し
く
は
同
法
第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
仮
指
定

さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
旧
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
法
律
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

認
定
さ
れ
た
物
件
の
保
存
の
た
め
の
行
為
に
伴
っ
て
譲
渡
し
等
を
す
る
場
合

四
　
博
物
館
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
博
物
館
又
は
同
法
第
三

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
博
物
館
に
相
当
す
る
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
た
施
設
（
第
三
項
に
お
い
て
「
指

定
施
設
」
と
い
う
。
）
が
、
当
該
施
設
に
お
け
る
展
示
の
た
め
に
譲
渡
し
等
（
生
き
て
い
る
個
体
に
係
る
も
の

を
除
く
。
）
を
す
る
場
合

五
　
土
地
の
譲
渡
し
若
し
く
は
譲
受
け
又
は
引
渡
し
若
し
く
は
引
取
り
に
伴
い
当
該
土
地
に
生
育
し
て
い
る
個
体

の
譲
渡
し
等
を
す
る
場
合

六
　
非
常
災
害
の
た
め
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
譲
渡
し
等
を
す
る
場
合

七
　
次
に
掲
げ
る
国
際
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
で
あ
っ
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
に
基
づ
き
適
法
に
捕
獲
（
殺
傷
を
含
む
。
）
さ
れ
た
個
体

又
は
当
該
個
体
か
ら
繁
殖
さ
せ
た
も
の
の
譲
渡
し
等
を
す
る
場
合

イ
　U

r
s
u
s
 
a
r
c
t
o
s

（
ヒ
グ
マ
）

ロ
　U

r
s
u
s
 
t
h
i
b
e
t
a
n
u
s

（
ア
ジ
ア
ク
ロ
ク
マ
）

八
　
次
に
掲
げ
る
国
際
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
で
あ
っ
て
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七

号
）
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
百
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
省
令
若
し
く

は
規
則
に
基
づ
き
適
法
に
採
捕
さ
れ
た
個
体
若
し
く
は
漁
業
法
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
に
従

っ
て
採
捕
さ
れ
た
個
体
又
は
こ
れ
ら
の
個
体
か
ら
繁
殖
さ
せ
た
も
の
の
譲
渡
し
等
を
す
る
場
合

イ
　B

a
l
a
e
n
a
 
m
y
s
t
i
c
e
t
u
s

（
ホ
ッ
キ
ョ
ク
ク
ジ
ラ
）

ロ
　E

u
b
a
l
a
e
n
a

属
（
セ
ミ
ク
ジ
ラ
属
）
全
種

ハ
　B

a
l
a
e
n
o
p
t
e
r
a
 
m
u
s
c
u
l
u
s

（
シ
ロ
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
）

ニ
　M

e
g
a
p
t
e
r
a
 
n
o
v
a
e
a
n
g
l
i
a
e

（
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
）

ホ
　E

s
c
h
r
i
c
h
t
i
u
s
 
r
o
b
u
s
t
u
s

（
コ
ク
ク
ジ
ラ
）

ヘ
　C

a
p
e
r
e
a
 
m
a
r
g
i
n
a
t
a

（
コ
セ
ミ
ク
ジ
ラ
）
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ト
　N

e
o
p
h
o
c
a
e
n
a
 
a
s
i
a
e
o
r
i
e
n
t
a
l
i
s

（
ス
ナ
メ
リ
）

チ
　B

e
r
a
r
d
i
u
s
 
a
r
n
u
x
i
i

（
ミ
ナ
ミ
ツ
チ
ク
ジ
ラ
）

リ
　H

y
p
e
r
o
o
d
o
n

属
（
ト
ッ
ク
リ
ク
ジ
ラ
属
）
全
種

ヌ
　
令
別
表
第
二
の
表
二
の
第
一
の
三
の
ホ
の
（
２
）
又
は
（
３
）
に
掲
げ
る
種

九
　
次
に
掲
げ
る
国
際
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
で
あ
っ
て
繁
殖
さ
せ
た
も
の
の
譲
渡
し
等
を
す
る
場
合

イ
　E

r
y
t
h
r
u
r
a
 
g
o
u
l
d
i
a
e

（
コ
キ
ン
チ
ョ
ウ
）

ロ
　N

e
o
c
h
m
i
a
 
r
u
f
i
c
a
u
d
a
 
r
u
f
i
c
a
u
d
a

（
ネ
オ
ク
ミ
ア
・
ル
フ
ィ
カ
ウ
ダ
・
ル
フ
ィ
カ
ウ
ダ
）

ハ
　P

o
l
y
t
e
l
i
s
 
a
l
e
x
a
n
d
r
a
e

（
テ
ン
ニ
ョ
イ
ン
コ
）

ニ
　P

o
l
y
t
e
l
i
s
 a
n
t
h
o
p
e
p
l
u
s
 m
o
n
a
r
c
h
o
i
d
e
s

（
ポ
リ
ュ
テ
リ
ス
・
ア
ン
ト
ペ
プ
ル
ス
・
モ
ナ
ル
コ
イ
デ
ス
）

ホ
　P

o
l
y
t
e
l
i
s
 
s
w
a
i
n
s
o
n
i
i

（
ミ
カ
ヅ
キ
イ
ン
コ
）

ヘ
　C

h
i
n
c
h
i
l
l
a

属
（
チ
ン
チ
ラ
属
）
全
種

ト
　L

o
p
h
o
p
h
o
r
u
s
 
i
m
p
e
j
a
n
u
s

（
ニ
ジ
キ
ジ
）

チ
　L

o
p
h
u
r
a
 
s
w
i
n
h
o
i
i

（
サ
ン
ケ
イ
）

リ
　S

y
r
m
a
t
i
c
u
s
 
e
l
l
i
o
t
i

（
カ
ラ
ヤ
マ
ド
リ
）

ヌ
　S

y
r
m
a
t
i
c
u
s
 
m
i
k
a
d
o

（
ミ
カ
ド
キ
ジ
）

ル
　S

t
r
u
t
h
i
o
 
c
a
m
e
l
u
s

（
ダ
チ
ョ
ウ
）

ヲ
　
令
別
表
第
二
の
表
二
の
第
二
の
（
１
）
、
（
２
）
、
（
４
）
、
（
７
）
か
ら
（
９
）
ま
で
、
（
１
１
）
か
ら
（
１

３
）
ま
で
又
は
（
１
８
）
に
掲
げ
る
種

十
　
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
九
条
に
お
い
て
「
適
法
捕
獲
等
個
体
」
と

い
う
。
）
の
器
官
又
は
適
法
捕
獲
等
個
体
若
し
く
は
そ
の
器
官
の
加
工
品
の
譲
渡
し
等
を
す
る
場
合

３
　
第
一
項
第
四
号
又
は
前
項
第
一
号
、
第
三
号
、
第
四
号
若
し
く
は
第
六
号
に
規
定
す
る
譲
受
け
又
は
引
取
り
を

し
た
者
は
、
当
該
譲
受
け
又
は
引
取
り
を
し
た
後
三
十
日
以
内
に
、
環
境
大
臣
に
届
け
出
る
（
国
の
機
関
、
地
方

公
共
団
体
、
公
立
の
大
学
、
公
立
博
物
館
又
は
公
立
の
指
定
施
設
が
譲
受
け
又
は
引
取
り
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
環
境
大
臣
に
通
知
す
る
）
も
の
と
す
る
。

（
譲
渡
し
等
の
目
的
）

第
六
条
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
目
的
は
、
教
育
の
目
的
、
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
生

息
状
況
又
は
生
育
状
況
の
調
査
の
目
的
そ
の
他
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
存
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
目
的
と
す

る
。

（
譲
渡
し
等
の
許
可
の
申
請
）

第
七
条
　
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を

提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
職
業
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
、
代
表
者
の
氏

名
及
び
主
た
る
事
業
）

二
　
譲
渡
し
等
を
し
よ
う
と
す
る
個
体
等
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
種
名

ロ
　
生
き
て
い
る
個
体
、
卵
、
剝
製
そ
の
他
の
標
本
、
個
体
の
器
官
、
個
体
の
器
官
の
加
工
品
又
は
そ
の
他
の

個
体
等
の
区
分
（
個
体
の
器
官
又
は
そ
の
加
工
品
に
あ
っ
て
は
そ
の
区
分
及
び
名
称
）

ハ
　
数
量

ニ
　
所
在
地

三
　
譲
渡
し
等
を
す
る
目
的

四
　
譲
渡
し
等
を
す
る
相
手
方
の
住
所
、
氏
名
及
び
職
業
（
相
手
方
が
法
人
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地
、
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
業
）

五
　
譲
渡
し
等
を
す
る
際
の
輸
送
方
法
（
生
き
て
い
る
個
体
の
場
合
に
限
る
。
）

六
　
譲
渡
し
等
を
す
る
予
定
時
期

七
　
譲
渡
し
又
は
引
渡
し
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
譲
渡
し
又
は
引
渡
し
を
す
る
個
体
等
を
取
得

し
た
経
緯

八
　
譲
受
け
又
は
引
取
り
を
し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
当
該
譲
受
け
又
は
引
取
り
を
し
た
個
体
を
飼
養
栽
培
し

よ
う
と
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
個
体
を
飼
養
栽
培
し
よ
う
と
す
る
場
所
の
所
在
地
、
飼
養
栽
培
施
設
の

規
模
及
び
構
造
並
び
に
飼
養
栽
培
の
取
扱
者
の
住
所
、
氏
名
、
職
業
及
び
飼
養
栽
培
に
関
す
る
経
歴

２
　
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
等
の
譲
渡
し
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
、
前
項
の
申
請
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
等
の
譲
渡
し
又
は
引
渡
し
を
し
よ
う
と
す
る
者
　
当
該
個
体
等
の
写
真

二
　
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
譲
受
け
又
は
引
取
り
を
し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
当
該
個
体
を
飼
養
栽
培

し
よ
う
と
す
る
も
の
　
飼
養
栽
培
施
設
の
規
模
及
び
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
図
面
及
び
写
真

（
認
定
書
の
交
付
の
申
請
）

第
八
条
　
令
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
認
定
書
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

申
請
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
職
業
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
、
代
表
者
の
氏

名
及
び
主
た
る
事
業
）

二
　
輸
出
し
よ
う
と
す
る
個
体
等
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
種
名

ロ
　
生
き
て
い
る
個
体
、
卵
、
剝
製
そ
の
他
の
標
本
、
個
体
の
器
官
、
個
体
の
器
官
の
加
工
品
又
は
そ
の
他
の

個
体
等
の
区
分
（
個
体
の
器
官
又
は
そ
の
加
工
品
に
あ
っ
て
は
そ
の
区
分
及
び
名
称
）

ハ
　
数
量

ニ
　
所
在
地

三
　
輸
出
の
目
的

四
　
仕
向
地

五
　
輸
出
の
相
手
方
の
住
所
、
氏
名
及
び
職
業
（
相
手
方
が
法
人
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
、
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
業
）

六
　
輸
送
の
方
法
（
生
き
て
い
る
個
体
の
場
合
に
限
る
。
）

七
　
輸
出
の
予
定
時
期

八
　
輸
出
し
よ
う
と
す
る
個
体
等
を
取
得
し
た
経
緯

九
　
輸
出
し
た
個
体
を
飼
養
栽
培
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
場
所
の
所
在
地
、
飼
養
栽
培
施
設
の

規
模
及
び
構
造

十
　
輸
出
の
目
的
を
達
成
し
た
後
の
個
体
等
の
取
扱
い

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
十
条
第
五
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
許
可
証
の
写
し
又
は
法
第
十
三
条
第
一

項
の
許
可
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

二
　
前
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
難
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
個
体
等
を
適
法
に
取
得
し
た
こ
と
を
証
す
る

書
類

（
陳
列
又
は
広
告
の
禁
止
の
適
用
除
外
）

第
九
条
　
法
第
十
七
条
第
一
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
適
法
捕
獲
等
個
体
若
し
く
は
そ
の
器
官
又
は
こ
れ

ら
の
加
工
品
の
陳
列
又
は
広
告
を
す
る
場
合
と
す
る
。

（
法
第
十
九
条
第
二
項
の
証
明
書
の
様
式
）

第
十
条
　
法
第
十
九
条
第
二
項
の
証
明
書
の
様
式
は
、
様
式
第
三
の
と
お
り
と
す
る
。

（
登
録
の
対
象
と
な
る
牙
）

第
十
条
の
二
　
令
別
表
第
七
の
個
体
等
の
欄
の
環
境
省
令
で
定
め
る
牙
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の

種
の
国
際
取
引
に
関
す
る
条
約
（
次
条
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
「
条
約
」
と
い
う
。
）
附
属
書
Ⅱ
に
掲
げ
る
Ｌ

ｏ
ｘ
ｏ
ｄ
ｏ
ｎ
ｔ
ａ
　
ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
ａ
（
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
）
に
付
さ
れ
た
注
釈
に
従
っ
て
本
邦
に
輸
入
さ
れ

た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
個
体
等
の
登
録
の
申
請
等
）

第
十
一
条
　
法
第
二
十
条
第
二
項
の
申
請
書
に
は
、
登
録
を
し
よ
う
と
す
る
個
体
等
の
写
真
（
第
三
項
各
号
に
掲
げ

る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
に
あ
っ
て
は
、
当
該
個
体
の
写
真
及
び
そ
の
個
体
識
別
措
置
に
係
る
番
号
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
写
真
（
当
該
個
体
に
個
体
識
別
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
）

及
び
証
明
書
（
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
の
場
合
に
限
り
、
個
体
識
別
措
置
が
、
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
（
国
際
標
準
化
機
構
が
定
め
た
規
格
第
一
一
七
八
四
号
及
び
第
一
一
七
八
五
号
に
適
合
す
る
も
の
に
限
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る
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
獣
医
師
が
発
行
し
た
当
該
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
識
別
番
号
に
係
る

証
明
書
と
、
脚
環
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
脚
環
の
識
別
番
号
に
係
る
証
明
書
と
す
る
。
）
の
ほ
か
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
個
体
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

当
該
書
類
を
添
付
し
難
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
代
え
て
、
当
該
個
体
等
が
当
該
区
分
に
該
当
す
る
こ
と
を

証
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
令
第
八
条
第
一
号
の
要
件
に
該
当
す
る
個
体
又
は
そ
の
個
体
か
ら
生
じ
た
器
官
等
　
当
該
個
体
を
繁
殖
さ
せ

た
場
所
及
び
経
緯
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
個
体
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
書
類

イ
　
そ
の
親
が
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
個
体
又
は
そ
の
個
体
か
ら
生
じ
た
器
官

等
　
当
該
親
に
係
る
法
第
二
十
条
第
三
項
（
法
第
二
十
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
八
項
、
第
九
項
又
は
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
、
書
換
交
付
又
は
再
交
付

を
受
け
た
登
録
票
の
写
し

ロ
　
そ
の
親
が
令
第
八
条
第
三
号
の
要
件
に
該
当
す
る
個
体
又
は
そ
の
個
体
か
ら
生
じ
た
器
官
等
　
当
該
親
に

係
る
第
三
号
又
は
第
四
号
に
定
め
る
書
類

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
個
体
以
外
の
個
体
又
は
そ
の
個
体
か
ら
生
じ
た
器
官
等
　
そ
の
親
を
取
得
し
た
経
緯

を
記
載
し
た
書
類

二
　
令
第
八
条
第
二
号
の
要
件
に
該
当
す
る
個
体
、
器
官
又
は
加
工
品
　
令
別
表
第
二
の
表
二
の
種
名
の
欄
に
掲

げ
る
種
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
適
用
日
の
欄
に
定
め
る
日
前
に
、
当
該
個
体
、
器
官
又
は
加
工
品

を
本
邦
内
に
お
い
て
取
得
し
、
又
は
本
邦
に
輸
入
し
た
者
が
記
載
し
た
当
該
取
得
又
は
輸
入
に
係
る
経
緯
を
明

ら
か
に
し
た
書
類

三
　
令
第
八
条
第
三
号
イ
又
は
ロ
の
要
件
に
該
当
す
る
個
体
、
器
官
又
は
加
工
品
　
輸
入
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二

十
四
年
政
令
第
四
百
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
輸
入
の
承
認
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
で

あ
っ
て
通
関
を
証
す
る
も
の
の
写
し

四
　
令
第
八
条
第
三
号
ハ
の
要
件
に
該
当
す
る
個
体
、
器
官
又
は
加
工
品
　
関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六

十
一
号
）
第
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
輸
入
許
可
書
の
写
し
、
同
法
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
交
付
さ
れ
た
輸
入
に
係
る
通
関
の
証
明
書
の
写
し
又
は
条
約
に
基
づ
き
輸
出
国
の
政
府
機
関
が
発
給
し
た

輸
出
許
可
書
若
し
く
は
再
輸
出
証
明
書
で
あ
っ
て
、
通
関
を
証
す
る
も
の
の
写
し

五
　
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
個
体
で
あ
っ
て
、
既
に
登
録
を
受
け
た
も
の
の
う
ち
、
当
該
登
録
の
有

効
期
間
が
満
了
し
た
も
の
（
当
該
登
録
を
受
け
た
時
か
ら
そ
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
時
ま
で
の
間
に
さ
れ
た

当
該
個
体
に
係
る
全
て
の
譲
受
け
又
は
引
取
り
に
係
る
法
第
二
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た

も
の
に
限
る
。
）
　
当
該
個
体
に
係
る
法
第
二
十
条
第
三
項
、
第
八
項
、
第
九
項
又
は
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
交

付
、
書
換
交
付
又
は
再
交
付
を
受
け
た
登
録
票
の
写
し

２
　
環
境
大
臣
（
個
体
等
登
録
機
関
が
個
体
等
登
録
関
係
事
務
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
個
体
等
登
録
機
関
）

は
、
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
同
項
の
申
請
書
及
び
前
項
の
書
類
の

ほ
か
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
法
第
二
十
条
第
二
項
第
四
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
国
際
希
少
野
生
動
植
物
種
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
種
と

し
、
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
環
境
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
ご
と

に
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
又
は
脚
環
の
装
着
そ
の
他
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
措
置
と
す
る
。

一
　
令
別
表
第
二
の
表
二
の
第
一
の
一
の
種
名
の
欄
に
掲
げ
る
種
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

イ
　B

a
l
a
e
n
a
 
m
y
s
t
i
c
e
t
u
s

（
ホ
ッ
キ
ョ
ク
ク
ジ
ラ
）

ロ
　E

u
b
a
l
a
e
n
a

属
（
セ
ミ
ク
ジ
ラ
属
）
全
種

ハ
　B
a
l
a
e
n
o
p
t
e
r
a
 
m
u
s
c
u
l
u
s

（
シ
ロ
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
）

ニ
　M

e
g
a
p
t
e
r
a
 
n
o
v
a
e
a
n
g
l
i
a
e

（
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
）

ホ
　S

o
t
a
l
i
a

属
（
コ
ビ
ト
イ
ル
カ
属
）
全
種

ヘ
　S

o
u
s
a

属
（
ウ
ス
イ
ロ
イ
ル
カ
属
）
全
種

ト
　E

s
c
h
r
i
c
h
t
i
u
s
 
r
o
b
u
s
t
u
s

（
コ
ク
ク
ジ
ラ
）

チ
　L

i
p
o
t
e
s
 
v
e
x
i
l
l
i
f
e
r

（
ヨ
ウ
ス
コ
ウ
カ
ワ
イ
ル
カ
）

リ
　C

a
p
e
r
e
a
 
m
a
r
g
i
n
a
t
a

（
コ
セ
ミ
ク
ジ
ラ
）

ヌ
　N

e
o
p
h
o
c
a
e
n
a
 
a
s
i
a
e
o
r
i
e
n
t
a
l
i
s

（
ス
ナ
メ
リ
）

ル
　N

e
o
p
h
o
c
a
e
n
a
 
p
h
o
c
a
e
n
o
i
d
e
s

（
ネ
オ
フ
ォ
カ
エ
ナ
・
フ
ォ
カ
エ
ノ
イ
デ
ス
）

ヲ
　P

h
o
c
o
e
n
a
 
s
i
n
u
s

（
コ
ガ
シ
ラ
ネ
ズ
ミ
イ
ル
カ
）

ワ
　P

l
a
t
a
n
i
s
t
a

属
（
カ
ワ
イ
ル
カ
属
）
全
種

カ
　B

e
r
a
r
d
i
u
s
 
a
r
n
u
x
i
i

（
ミ
ナ
ミ
ツ
チ
ク
ジ
ラ
）

ヨ
　H

y
p
e
r
o
o
d
o
n

属
（
ト
ッ
ク
リ
ク
ジ
ラ
属
）
全
種

タ
　D
u
g
o
n
g
 
d
u
g
o
n

（
ジ
ュ
ゴ
ン
）

レ
　T

r
i
c
h
e
c
h
u
s
 
i
n
u
n
g
u
i
s

（
ア
マ
ゾ
ン
マ
ナ
テ
ィ
ー
）

ソ
　T

r
i
c
h
e
c
h
u
s
 
m
a
n
a
t
u
s

（
ア
メ
リ
カ
マ
ナ
テ
ィ
ー
）

ツ
　T

r
i
c
h
e
c
h
u
s
 
s
e
n
e
g
a
l
e
n
s
i
s

（
ア
フ
リ
カ
マ
ナ
テ
ィ
ー
）

二
　
令
別
表
第
二
の
表
二
の
第
一
の
二
の
種
名
の
欄
に
掲
げ
る
種

三
　
令
別
表
第
二
の
表
二
の
第
一
の
三
の
種
名
の
欄
に
掲
げ
る
種
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

イ
　C

e
r
a
t
o
p
h
o
r
a
 
e
r
d
e
l
e
n
i

（
ケ
ラ
ト
フ
ォ
ラ
・
エ
ル
デ
レ
ニ
）

ロ
　C

e
r
a
t
o
p
h
o
r
a
 
k
a
r
u

（
ケ
ラ
ト
フ
ォ
ラ
・
カ
ル
）

ハ
　C

e
r
a
t
o
p
h
o
r
a
 
t
e
n
n
e
n
t
i
i

（
ケ
ラ
ト
フ
ォ
ラ
・
テ
ン
ネ
ン
テ
ィ
イ
）

ニ
　C

o
p
h
o
t
i
s
 
c
e
y
l
a
n
i
c
a

（
セ
イ
ロ
ン
オ
マ
キ
キ
ノ
ボ
リ
ア
ガ
マ
）

ホ
　C

o
p
h
o
t
i
s
 
d
u
m
b
a
r
a

（
コ
フ
ォ
テ
ィ
ス
・
ド
ゥ
ム
バ
ラ
）

ヘ
　A

b
r
o
n
i
a
 
a
n
z
u
e
t
o
i

（
ア
ン
ズ
エ
ト
キ
ノ
ボ
リ
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
ト
カ
ゲ
）

ト
　A

b
r
o
n
i
a
 
c
a
m
p
b
e
l
l
i

（
キ
ャ
ン
ベ
ル
キ
ノ
ボ
リ
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
ト
カ
ゲ
）

チ
　A

b
r
o
n
i
a
 
f
i
m
b
r
i
a
t
a

（
フ
サ
キ
ノ
ボ
リ
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
ト
カ
ゲ
）

リ
　A

b
r
o
n
i
a
 
f
r
o
s
t
i

（
フ
ロ
ス
ト
キ
ノ
ボ
リ
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
ト
カ
ゲ
）

ヌ
　A

b
r
o
n
i
a
 
m
e
l
e
d
o
n
a

（
メ
レ
ド
ナ
キ
ノ
ボ
リ
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
ト
カ
ゲ
）

ル
　B

r
o
o
k
e
s
i
a
 
p
e
r
a
r
m
a
t
a

（
ロ
ゼ
ッ
タ
ヒ
メ
カ
メ
レ
オ
ン
）

ヲ
　C

n
e
m
a
s
p
i
s
 
p
s
y
c
h
e
d
e
l
i
c
a

（
ゲ
ン
カ
ク
マ
ル
メ
ス
ベ
ユ
ビ
ヤ
モ
リ
）

ワ
　G

o
n
a
t
o
d
e
s
 
d
a
u
d
i
n
i

（
ダ
ウ
デ
ィ
ン
イ
ロ
ワ
ケ
ヤ
モ
リ
）

カ
　L

y
g
o
d
a
c
t
y
l
u
s
 
w
i
l
l
i
a
m
s
i

（
ア
オ
マ
ル
メ
ヤ
モ
リ
）

ヨ
　G

a
l
l
o
t
i
a
 
s
i
m
o
n
y
i

（
イ
エ
ロ
オ
オ
カ
ナ
ヘ
ビ
）

タ
　T

i
l
i
q
u
a
 
a
d
e
l
a
i
d
e
n
s
i
s

（
ア
デ
レ
ー
ド
ア
オ
ジ
タ
ト
カ
ゲ
）

レ
　K

i
n
o
s
t
e
r
n
o
n
 
v
o
g
t
i

（
キ
ノ
ス
テ
ル
ノ
ン
・
ヴ
ォ
グ
テ
ィ
）

四
　A

n
d
r
i
a
s

属
（
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
属
）
全
種

４
　
法
第
二
十
条
第
二
項
第
五
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
登
録
を
し
よ
う
と
す
る
個
体
等
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
個
体
に
あ
っ
て
は
、
生
き
て
い
る
個
体
、
卵
又
は
そ
の
他
の
個
体
の
別

ロ
　
個
体
の
器
官
又
は
個
体
の
器
官
の
加
工
品
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称

ハ
　
個
体
の
加
工
品
に
あ
っ
て
は
、
剝
製
又
は
そ
の
他
の
個
体
の
加
工
品
の
別

ニ
　
主
な
特
徴

ホ
　
所
在
地

ヘ
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
に
あ
っ
て
は
、
当
該
個
体
に
講
じ
た
個
体
識
別
措
置
に
係
る

番
号

二
　
登
録
の
対
象
と
な
る
要
件

三
　
個
体
等
の
管
理
者
が
所
有
者
と
異
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
個
体
等
の
管
理
者
の
氏
名
及
び
住
所

５
　
法
第
二
十
条
第
四
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
様
式
は
、
様
式
第
四
の
と
お
り
と
す
る
。

６
　
法
第
二
十
条
第
四
項
第
六
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
登
録
記
号
番
号

二
　
個
体
に
あ
っ
て
は
、
生
き
て
い
る
個
体
、
卵
又
は
そ
の
他
の
個
体
の
別

5



三
　
個
体
の
加
工
品
に
あ
っ
て
は
、
剝
製
又
は
そ
の
他
の
個
体
の
加
工
品
の
別

四
　
個
体
の
器
官
又
は
個
体
の
器
官
の
加
工
品
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称

７
　
法
第
二
十
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
登
録
の
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
当
該

変
更
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
個
体
等
に
係
る
登
録
票
及
び
当
該
個
体
等
の
写
真
を
添
え
て
、
こ
れ
を
環
境
大
臣

に
（
個
体
等
登
録
機
関
が
個
体
等
登
録
関
係
事
務
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
登
録
票
を
交
付
し
た
個
体
等

登
録
機
関
が
あ
る
と
き
は
当
該
個
体
等
登
録
機
関
に
、
当
該
登
録
票
を
交
付
し
た
個
体
等
登
録
機
関
が
な
い
と
き

は
現
に
あ
る
個
体
等
登
録
機
関
に
）
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
）

二
　
登
録
を
受
け
た
個
体
等
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
登
録
記
号
番
号

ロ
　
変
更
後
の
個
体
の
器
官
、
個
体
の
加
工
品
又
は
個
体
の
器
官
の
加
工
品
の
区
分

ハ
　
変
更
後
に
個
体
の
加
工
品
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
変
更
後
の
剝
製
又
は
そ
の
他
の
個
体
の
加
工
品

の
別

ニ
　
変
更
後
に
個
体
の
器
官
又
は
個
体
の
器
官
の
加
工
品
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
変
更
後
の
そ
の
名
称

ホ
　
主
な
特
徴

ヘ
　
変
更
前
の
個
体
等
が
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
個

体
に
講
じ
ら
れ
て
い
た
個
体
識
別
措
置
及
び
個
体
識
別
番
号

８
　
法
第
二
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
登
録
の
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
当
該

変
更
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
個
体
に
係
る
登
録
票
並
び
に
当
該
個
体
の
写
真
及
び
そ
の
変
更
後
の
個
体
識
別
措

置
に
係
る
番
号
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
写
真
（
当
該
個
体
に
変
更
後
の
個
体
識
別
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
証
明
書
（
個
体
識
別
措
置
が
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
獣
医
師
が
発
行
し
た
当
該
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
識
別
番
号
の
変
更
に
係
る
証
明
書
と
、
脚
環
で
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
当
該
脚
環
の
識
別
番
号
の
変
更
に
係
る
証
明
書
と
す
る
。
）
を
添
え
て
、
当
該
個
体
の
個
体
識
別

措
置
を
変
更
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
こ
れ
を
環
境
大
臣
に
（
個
体
等
登
録

機
関
が
個
体
等
登
録
関
係
事
務
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
登
録
票
を
交
付
し
た
個
体
等
登
録
機
関
が
あ
る

と
き
は
当
該
個
体
等
登
録
機
関
に
、
当
該
登
録
票
を
交
付
し
た
個
体
等
登
録
機
関
が
な
い
と
き
は
現
に
あ
る
個
体

等
登
録
機
関
に
）
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
）

二
　
登
録
を
受
け
た
個
体
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
登
録
記
号
番
号

ロ
　
変
更
後
の
個
体
識
別
措
置
及
び
個
体
識
別
措
置
に
係
る
番
号

ハ
　
変
更
の
理
由

ニ
　
主
な
特
徴

９
　
法
第
二
十
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
書
換
交
付
の
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
当
該

書
換
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
個
体
等
に
係
る
登
録
票
、
当
該
個
体
等
の
写
真
（
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
種
の
生

き
て
い
る
個
体
に
あ
っ
て
は
、
当
該
個
体
の
写
真
及
び
そ
の
個
体
識
別
番
号
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
写
真

（
当
該
個
体
に
個
体
識
別
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
）
及
び
証
明
書
（
第
三

項
各
号
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
の
場
合
に
限
り
、
個
体
識
別
措
置
が
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
で
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
獣
医
師
が
発
行
し
た
当
該
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
識
別
番
号
に
係
る
証
明
書
と
、
脚
環
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
当
該
脚
環
の
識
別
番
号
に
係
る
証
明
書
と
す
る
。
）
を
添
え
て
、
こ
れ
を
環
境
大
臣
に
（
個
体
等
登
録

機
関
が
個
体
等
登
録
関
係
事
務
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
登
録
票
を
交
付
し
た
個
体
等
登
録
機
関
が
あ
る

と
き
は
当
該
個
体
等
登
録
機
関
に
、
当
該
登
録
票
を
交
付
し
た
個
体
等
登
録
機
関
が
な
い
と
き
は
現
に
あ
る
個
体

等
登
録
機
関
に
）
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
）

二
　
登
録
を
受
け
た
個
体
等
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
登
録
記
号
番
号

ロ
　
登
録
票
の
書
換
の
内
容

ハ
　
登
録
票
の
書
換
を
必
要
と
す
る
理
由

ニ
　
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
に
あ
っ
て
は
、
個
体
識
別
措
置
及
び
個
体
識
別
番
号

10
　
法
第
二
十
条
第
十
項
（
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
再
交
付

の
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
当
該
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
個
体
等
の
写
真
（
第

三
項
各
号
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
に
あ
っ
て
は
、
当
該
個
体
の
写
真
及
び
そ
の
個
体
識
別
番
号
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
写
真
（
当
該
個
体
に
個
体
識
別
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
に
限

る
。
）
）
及
び
証
明
書
（
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
の
場
合
に
限
り
、
個
体
識
別
措
置
が
、
マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
獣
医
師
が
発
行
し
た
当
該
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
識
別
番
号
に
係
る
証
明

書
と
、
脚
環
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
脚
環
の
識
別
番
号
に
係
る
証
明
書
と
す
る
。
）
を
添
え
て
、
こ
れ
を

環
境
大
臣
に
（
個
体
等
登
録
機
関
が
個
体
等
登
録
関
係
事
務
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
再
交
付
に
係
る
登

録
票
を
交
付
し
た
個
体
等
登
録
機
関
が
あ
る
と
き
は
当
該
個
体
等
登
録
機
関
に
、
当
該
再
交
付
に
係
る
登
録
票
を

交
付
し
た
個
体
等
登
録
機
関
が
な
い
と
き
は
現
に
あ
る
個
体
等
登
録
機
関
に
）
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
）

二
　
登
録
を
受
け
た
個
体
等
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
登
録
記
号
番
号

ロ
　
種
名

ハ
　
個
体
に
あ
っ
て
は
、
生
き
て
い
る
個
体
、
卵
又
は
そ
の
他
の
個
体
の
別

ニ
　
個
体
の
加
工
品
に
あ
っ
て
は
、
剝
製
又
は
そ
の
他
の
個
体
の
加
工
品
の
別

ホ
　
個
体
の
器
官
又
は
個
体
の
器
官
の
加
工
品
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称

ヘ
　
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
に
あ
っ
て
は
、
個
体
識
別
措
置
及
び
個
体
識
別
番
号

三
　
亡
失
し
、
又
は
滅
失
し
た
登
録
票
の
交
付
年
月
日

四
　
登
録
票
を
亡
失
し
、
又
は
登
録
票
が
滅
失
し
た
事
情

11
　
法
第
二
十
条
第
二
項
及
び
前
四
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
環
境
大
臣
（
個
体
等
登
録
機

関
が
個
体
等
登
録
関
係
事
務
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
個
体
等
登
録
機
関
）
が
支
障
が
な
い
と
認
め
た
場
合
に

限
り
、
当
該
申
請
書
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
媒
体
（
電
磁
的
記
録
に

係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
第
十
四
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

（
氏
名
等
の
変
更
の
届
出
）

第
十
一
条
の
二
　
法
第
二
十
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
環
境

大
臣
に
（
個
体
等
登
録
機
関
が
個
体
等
登
録
関
係
事
務
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
届
出
に
係
る
国
際
希
少

野
生
動
植
物
種
の
個
体
等
に
係
る
登
録
票
を
交
付
し
た
個
体
等
登
録
機
関
が
あ
る
と
き
は
当
該
個
体
等
登
録
機
関

に
、
当
該
届
出
に
係
る
国
際
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
等
に
係
る
登
録
票
を
交
付
し
た
個
体
等
登
録
機
関
が
な

い
と
き
は
現
に
あ
る
個
体
等
登
録
機
関
に
）
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
変
更
が
生
じ
た
事
項
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
変
更
後
の
氏
名
又
は
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所

在
地
）

ロ
　
変
更
が
生
じ
た
年
月
日

二
　
登
録
を
受
け
た
個
体
等
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
登
録
記
号
番
号

ロ
　
種
名

ハ
　
個
体
に
あ
っ
て
は
、
生
き
て
い
る
個
体
、
卵
又
は
そ
の
他
の
個
体
の
別

ニ
　
個
体
の
加
工
品
に
あ
っ
て
は
、
剝
製
又
は
そ
の
他
の
個
体
の
加
工
品
の
別

ホ
　
個
体
の
器
官
又
は
個
体
の
器
官
の
加
工
品
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称

6



ヘ
　
前
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
に
あ
っ
て
は
、
個
体
識
別
措
置
及
び
個
体
識
別
番
号

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
環
境
大
臣
（
個
体
等
登
録
機
関
が
個
体
等
登
録
関
係
事
務

を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
個
体
等
登
録
機
関
）
が
支
障
が
な
い
と
認
め
た
場
合
に
限
り
、
電
子
情
報
処
理
組
織

を
使
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
録
の
更
新
に
係
る
個
体
等
）

第
十
一
条
の
三
　
法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
個
体
等
は
、
生
き
て
い
る
個
体
と
す
る
。

（
個
体
等
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
十
一
条
の
四
　
法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

（
個
体
等
の
登
録
の
更
新
）

第
十
一
条
の
五
　
法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
個
体
等
の
登
録
の
更
新
の
申
請
は
、
当
該
更
新
を
受
け

よ
う
と
す
る
個
体
に
係
る
登
録
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日
以
前
六
月
以
内
に
、
法
第
二
十
条
の
二
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
第
二
項
の
申
請
書
に
、
当
該
個
体
に
係
る
登
録
票
、
当
該
個
体
の
写
真
（
第
十
一
条
第

三
項
各
号
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
に
あ
っ
て
は
、
当
該
個
体
の
写
真
及
び
そ
の
個
体
識
別
番
号
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
写
真
（
当
該
個
体
に
個
体
識
別
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
に
限

る
。
）
）
及
び
証
明
書
（
第
十
一
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
の
場
合
に
限
り
、
個
体
識
別
措

置
が
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
獣
医
師
が
発
行
し
た
当
該
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
識
別
番
号
に

係
る
証
明
書
と
、
脚
環
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
脚
環
の
識
別
番
号
に
係
る
証
明
書
と
す
る
。
）
を
添
え
て
、

こ
れ
を
環
境
大
臣
に
（
個
体
等
登
録
機
関
が
個
体
等
登
録
関
係
事
務
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
登
録
票
を

交
付
し
た
個
体
等
登
録
機
関
が
あ
る
と
き
は
当
該
個
体
等
登
録
機
関
に
、
当
該
登
録
票
を
交
付
し
た
個
体
等
登
録

機
関
が
な
い
と
き
は
現
に
あ
る
個
体
等
登
録
機
関
に
）
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
第
十
一
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
登
録
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
条
第
四
項
第
一
号
ニ
中
「
主
な
特
徴
」
と
あ
る
の
は
「
主
な
特
徴
及
び
登
録
記
号
番
号
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

（
広
告
の
表
示
事
項
）

第
十
一
条
の
六
　
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
登
録
記
号
番
号
、
登
録
年
月
日
及
び
登

録
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日
（
第
十
一
条
の
三
に
規
定
す
る
個
体
の
広
告
を
す
る
場
合
に
限
る
。
）
と
す
る
。

（
登
録
個
体
等
の
譲
受
け
等
の
届
出
）

第
十
二
条
　
法
第
二
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
環
境
大
臣

に
（
個
体
等
登
録
機
関
が
個
体
等
登
録
関
係
事
務
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
届
出
に
係
る
国
際
希
少
野
生

動
植
物
種
の
個
体
等
に
係
る
登
録
票
を
交
付
し
た
個
体
等
登
録
機
関
が
あ
る
と
き
は
当
該
個
体
等
登
録
機
関
に
、

当
該
届
出
に
係
る
国
際
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
等
に
係
る
登
録
票
を
交
付
し
た
個
体
等
登
録
機
関
が
な
い
と

き
は
現
に
あ
る
個
体
等
登
録
機
関
に
）
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
届
出
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
登
録
を
受
け
た
個
体
等
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
登
録
記
号
番
号

ロ
　
種
名

ハ
　
個
体
に
あ
っ
て
は
、
生
き
て
い
る
個
体
、
卵
又
は
そ
の
他
の
個
体
の
別

ニ
　
個
体
の
加
工
品
に
あ
っ
て
は
、
剝
製
又
は
そ
の
他
の
個
体
の
加
工
品
の
別

ホ
　
個
体
の
器
官
又
は
個
体
の
器
官
の
加
工
品
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称

ヘ
　
第
十
一
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
に
あ
っ
て
は
、
個
体
識
別
措
置
及
び
個
体
識
別

番
号

三
　
譲
受
け
又
は
引
取
り
を
し
た
年
月
日

四
　
届
出
者
に
譲
渡
し
又
は
引
渡
し
を
し
た
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

２
　
第
十
一
条
第
十
一
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
の
提
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
個
体
識
別
番
号
の
識
別
方
法
）

第
十
二
条
の
二
　
法
第
二
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
個
体
識
別
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
個
体
を
取
り
扱
う
者

は
、
当
該
個
体
に
係
る
個
体
識
別
番
号
の
識
別
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
当
該
個
体
か
ら
個
体
識
別
措
置
を
取
り
外
さ
な
い
こ
と
（
当
該
個
体
が
当
該
個
体
識
別
措
置
を
講
じ
ら
れ
た

部
位
の
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
又
は
当
該
個
体
識
別
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
部
位
に
外
傷
が
あ
る
場
合
を
除

く
。
）
。

二
　
個
体
識
別
措
置
が
破
損
若
し
く
は
脱
落
し
、
又
は
前
号
括
弧
書
に
規
定
す
る
事
由
が
や
み
当
該
個
体
に
個
体

識
別
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
個
体
識
別
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

２
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
す
る
日

ま
で
の
間
に
、
そ
の
旨
（
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
個
体
識
別
措
置

が
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
獣
医
師
が
発
行
し
た
当
該
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
識
別
番
号
に
係

る
証
明
書
、
脚
環
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
脚
環
の
識
別
番
号
に
係
る
証
明
書
）
を
環
境
大
臣
に
（
個
体
等

登
録
機
関
が
個
体
等
登
録
関
係
事
務
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
登
録
票
を
交
付
し
た
個
体
等
登
録
機
関
が

あ
る
と
き
は
当
該
個
体
等
登
録
機
関
に
、
当
該
登
録
票
を
交
付
し
た
個
体
等
登
録
機
関
が
な
い
と
き
は
現
に
あ
る

個
体
等
登
録
機
関
に
）
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
個
体
に
講
じ
た
個
体
識
別
措
置
が
破
損
又
は
脱
落
し
た
場
合

二
　
個
体
か
ら
個
体
識
別
措
置
を
取
り
外
し
た
場
合
（
前
項
第
一
号
括
弧
書
に
規
定
す
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
限

る
。
）

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
後
、
当
該
個
体
に
個
体
識
別
措
置
を
講
じ
た
場
合
（
法
第
二
十
条
第
七
項

の
規
定
に
よ
り
変
更
登
録
を
受
け
た
場
合
を
除
く
。
）

（
登
録
票
の
消
印
）

第
十
二
条
の
三
　
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
返
納
に
係
る
登
録
票
に
消
印
を
す
る
場
合
に
は
、
当
該
登

録
票
の
見
え
や
す
い
位
置
に
穴
を
開
け
る
も
の
と
す
る
。

（
機
関
登
録
の
申
請
等
）

第
十
三
条
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提

出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
）

二
　
個
体
等
登
録
関
係
事
務
を
行
お
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
個
体
等
登
録
関
係
事
務
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
定
款
若
し
く
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

二
　
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
当
該
事
業
年
度
末
の
財
産
目
録
又

は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
（
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
設
立
さ
れ
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
設
立
時

に
お
け
る
財
産
目
録
）

三
　
申
請
者
が
法
第
二
十
三
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

四
　
申
請
者
が
現
に
行
っ
て
い
る
業
務
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

３
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
個
体
等
は
、
令
別
表
第
二
の
表
二
に
掲
げ
る
種
の
個
体
及
び
そ

の
加
工
品
並
び
に
令
別
表
第
五
に
掲
げ
る
器
官
及
び
加
工
品
と
す
る
。

（
個
体
等
登
録
関
係
事
務
の
実
施
の
方
法
等
）

第
十
四
条
　
法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
登
録
（
更
新
を
含
む
。
次
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
十
五
条
第
二
号
及
び
第
十
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
申

請
に
係
る
個
体
等
の
種
を
確
認
す
る
こ
と
。

二
　
登
録
の
申
請
に
係
る
個
体
等
が
令
第
八
条
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

三
　
登
録
の
申
請
に
係
る
個
体
等
が
既
に
登
録
を
受
け
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

四
　
登
録
の
申
請
に
係
る
個
体
等
が
第
十
一
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
で
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
個
体
識
別
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
及
び
当
該
個
体
識
別
措
置
に
係
る
番
号
（
登
録
の

更
新
に
あ
っ
て
は
、
当
該
個
体
に
係
る
個
体
識
別
番
号
）
を
確
認
す
る
こ
と
。
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２
　
法
第
二
十
四
条
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
事
項
に
係
る
変
更
は
、
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
登
録

を
受
け
た
者
の
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
の
変
更
と
す

る
。

３
　
法
第
二
十
四
条
第
五
項
の
個
体
等
登
録
関
係
事
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も

の
と
す
る
。

一
　
個
体
等
登
録
関
係
事
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二
　
個
体
等
登
録
関
係
事
務
を
行
う
事
務
所
に
関
す
る
事
項

三
　
個
体
等
登
録
関
係
事
務
の
実
施
体
制
に
関
す
る
事
項

四
　
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
確
認
の
方
法
に
関
す
る
事
項

五
　
手
数
料
の
収
納
に
関
す
る
事
項

六
　
個
体
等
登
録
関
係
事
務
に
関
す
る
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

七
　
個
体
等
登
録
関
係
事
務
に
関
す
る
帳
簿
、
書
類
等
の
管
理
に
関
す
る
事
項

八
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
他
個
体
等
登
録
関
係
事
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

４
　
個
体
等
登
録
機
関
は
、
法
第
二
十
四
条
第
五
項
前
段
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し

た
申
請
書
に
個
体
等
登
録
関
係
事
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
を
添
え
て
、
こ
れ
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

５
　
個
体
等
登
録
機
関
は
、
法
第
二
十
四
条
第
五
項
後
段
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
申
請
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

三
　
変
更
の
理
由

（
電
磁
的
方
法
）

第
十
四
条
の
二
　
法
第
二
十
四
条
第
七
項
第
三
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ

た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
四
条
第
七
項
第
四
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
電
磁
的
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し

た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
受

信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二
　
電
磁
的
記
録
媒
体
を
も
っ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

３
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
は
、
受
信
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
る
書
面
を
作
成
で
き
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
）

第
十
五
条
　
法
第
二
十
四
条
第
八
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
）

二
　
登
録
の
申
請
を
受
け
た
年
月
日

三
　
申
請
に
係
る
個
体
等
の
種
名

四
　
申
請
に
係
る
個
体
等
に
つ
い
て
、
生
き
て
い
る
個
体
、
卵
、
剝
製
そ
の
他
の
標
本
、
個
体
の
器
官
、
個
体
の

器
官
の
加
工
品
又
は
そ
の
他
の
個
体
等
の
区
分
（
個
体
の
器
官
又
は
そ
の
加
工
品
に
あ
っ
て
は
そ
の
区
分
及
び

名
称
）

五
　
申
請
に
係
る
個
体
等
の
主
な
特
徴

六
　
申
請
に
係
る
個
体
等
に
つ
い
て
、
令
第
八
条
に
規
定
す
る
要
件
の
う
ち
該
当
す
る
も
の

七
　
令
第
八
条
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
書
類
の
種
類

八
　
申
請
に
係
る
個
体
等
が
第
十
一
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
個
体
識
別
措
置
及
び
個
体
識
別
番
号

九
　
登
録
又
は
登
録
の
更
新
の
別

十
　
登
録
を
行
っ
た
年
月
日

十
一
　
登
録
記
号
番
号

（
個
体
等
登
録
関
係
事
務
の
休
廃
止
の
許
可
の
申
請
）

第
十
六
条
　
個
体
等
登
録
機
関
は
、
法
第
二
十
四
条
第
九
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
個
体
等
登
録
関
係
事
務
の
範
囲

二
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

三
　
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
期
間

四
　
休
止
又
は
廃
止
の
理
由

（
個
体
等
登
録
関
係
事
務
の
引
継
ぎ
等
）

第
十
七
条
　
個
体
等
登
録
機
関
は
、
環
境
大
臣
が
法
第
二
十
四
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
個
体
等
登
録
関
係
事
務
の

全
部
若
し
く
は
一
部
を
自
ら
行
う
場
合
、
同
条
第
九
項
の
許
可
を
受
け
て
個
体
等
登
録
関
係
事
務
の
全
部
若
し
く

は
一
部
を
廃
止
す
る
場
合
又
は
環
境
大
臣
が
法
第
二
十
六
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
機
関
登
録

を
取
り
消
し
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
個
体
等
登
録
関
係
事
務
を
環
境
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二
　
個
体
等
登
録
関
係
事
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
環
境
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

三
　
そ
の
他
環
境
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
証
明
書
の
様
式
）

第
十
八
条
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
証
明
書
の
様
式
は
、
様
式
第
五
の
と
お
り
と
す
る
。

（
登
録
等
に
関
す
る
手
数
料
の
納
付
）

第
十
九
条
　
法
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
国
に
納
付
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
法
第
二
十
条
第

二
項
（
法
第
二
十
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
十
一
条
第
七
項
か
ら
第
十
項
ま

で
の
申
請
書
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
額
の
収
入
印
紙
を
貼
る
こ
と
に
よ
り
、
個
体
等
登
録

機
関
に
納
付
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
法
第
二
十
四
条
第
五
項
の
個
体
等
登
録
関
係
事
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
手
数
料
は
、
こ
れ
を
返
還
し
な
い
。

第
二
章
　
生
息
地
等
の
保
護
に
関
す
る
規
制

（
生
息
地
等
保
護
区
の
指
定
又
は
そ
の
変
更
の
公
告
）

第
二
十
条
　
法
第
三
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
生
息
地
等
保
護
区
の
指
定
又
は
そ
の
変
更
の
区
域

二
　
指
定
又
は
そ
の
変
更
に
係
る
生
息
地
等
保
護
区
の
名
称

三
　
生
息
地
等
保
護
区
の
指
定
又
は
そ
の
変
更
の
区
域
の
保
護
に
関
す
る
指
針
の
案

四
　
生
息
地
等
保
護
区
の
指
定
又
は
そ
の
変
更
の
区
域
及
び
名
称
並
び
に
そ
の
区
域
の
保
護
に
関
す
る
指
針
の
案

の
縦
覧
場
所

（
公
聴
会
）

第
二
十
一
条
　
環
境
大
臣
は
、
法
第
三
十
六
条
第
七
項
（
法
第
三
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
公
聴
会
を
開
催
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
日
時
、
場
所
及
び
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
聴

こ
う
と
す
る
案
件
を
公
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
案
件
に
関
し
意
見
を
聴
く
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
者
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
公
述
人
」
と
い
う
。
）
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
公
示
は
、
公
聴
会
の
日
の
三
週
間
前
ま
で
に
官
報
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
公
聴
会
は
、
環
境
大
臣
又
は
そ
の
指
名
す
る
者
が
議
長
と
し
て
主
宰
す
る
。

４
　
公
聴
会
に
お
い
て
は
、
議
長
は
、
ま
ず
公
述
人
の
う
ち
異
議
が
あ
る
旨
の
意
見
書
を
提
出
し
た
者
そ
の
他
意
見

を
聴
こ
う
と
す
る
案
件
に
対
し
異
議
を
有
す
る
者
に
異
議
の
内
容
及
び
理
由
を
陳
述
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
公
述
人
は
、
発
言
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
議
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
議
長
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
公
聴
会
を
傍
聴
し
て
い
る
者
に
発
言
を
許
す
こ
と
が
で
き

る
。

７
　
公
述
人
及
び
発
言
を
許
さ
れ
た
者
の
発
言
は
、
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
案
件
の
範
囲
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
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８
　
公
述
人
及
び
発
言
を
許
さ
れ
た
者
が
前
項
の
範
囲
を
超
え
て
発
言
し
、
又
は
不
穏
当
な
言
動
が
あ
っ
た
と
き

は
、
議
長
は
、
そ
の
発
言
を
禁
止
し
、
又
は
退
場
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

９
　
議
長
は
、
公
聴
会
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
秩
序
を
妨
げ
、
又
は
不
穏

な
言
動
を
し
た
者
を
退
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

10
　
議
長
は
、
公
聴
会
の
終
了
後
遅
滞
な
く
公
聴
会
の
経
過
に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
記
載
し
た
調
書
を
作
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
管
理
地
区
の
指
定
又
は
そ
の
変
更
の
公
告
）

第
二
十
二
条
　
第
二
十
条
の
規
定
は
、
法
第
三
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
六
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
る
公
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
生
息
地
等
保
護
区
」
と
あ
る
の
は
「
管
理
地
区
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
管
理
地
区
内
に
お
け
る
行
為
の
許
可
の
申
請
）

第
二
十
三
条
　
法
第
三
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申

請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
行
為
の
種
類

三
　
行
為
の
目
的

四
　
行
為
の
場
所

五
　
行
為
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況

六
　
行
為
の
施
行
方
法
（
指
定
に
係
る
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
生
息
地
又
は
生
育
地
へ
の
当
該
行
為

に
よ
る
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の
方
法
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

七
　
行
為
の
着
手
及
び
完
了
の
予
定
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
行
為
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
五
万
分
の
一
以
上
の
地
形
図

二
　
行
為
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
五
千
分
の
一
以
上
の
概
況
図
及
び
天
然
色
写
真

三
　
行
為
の
施
行
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
千
分
の
一
以
上
の
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
及
び
構
造
図

（
既
着
手
行
為
の
届
出
）

第
二
十
四
条
　
法
第
三
十
七
条
第
八
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
行
為
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
行
為
の
種
類

三
　
行
為
の
目
的

四
　
行
為
の
場
所

五
　
行
為
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況

六
　
行
為
の
施
行
方
法

七
　
行
為
の
完
了
の
日
又
は
予
定
日

２
　
法
第
三
十
七
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
し
て

行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
行
為
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
五
万
分
の
一
以
上
の
地
形
図

二
　
行
為
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
五
千
分
の
一
以
上
の
概
況
図
及
び
天
然
色
写
真

三
　
行
為
の
施
行
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
千
分
の
一
以
上
の
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
及
び
構
造
図

（
管
理
地
区
内
に
お
け
る
許
可
を
要
し
な
い
行
為
）

第
二
十
五
条
　
法
第
三
十
七
条
第
九
項
第
二
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
工
作
物
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
森
林
の
保
護
管
理
の
た
め
の
標
識
又
は
野
生
鳥
獣
の
保
護
増
殖
の
た
め
の
標
識
、
巣
箱
、
給
餌
台
若
し
く

は
給
水
台
を
設
置
す
る
こ
と
。

ロ
　
砂
防
法
第
一
条
に
規
定
す
る
砂
防
設
備
、
海
岸
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
岸
保
全
施
設
、
地
す
べ

り
等
防
止
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
地
す
べ
り
防
止
施
設
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に

関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設
又
は
雪
崩
の
防
止
の
た
め
の
施
設
を
改

築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

ハ
　
河
川
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
河
川
管
理
施
設
を
改
築
し
、
若
し
く
は
増
築
す
る
こ
と
又
は
河
川
を

局
部
的
に
改
良
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
河
川
の
現
状
に
著
し
い
変
更
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の

ニ
　
砂
防
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
土
地
、
海
岸
法
第
三
条
に
規
定
す
る
海
岸
保
全
区
域
、
地
す

べ
り
等
防
止
法
第
三
条
に
規
定
す
る
地
す
べ
り
防
止
区
域
、
河
川
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
区
域

又
は
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条
に
規
定
す
る
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

の
管
理
の
た
め
に
標
識
、
く
い
、
警
報
機
、
雨
量
観
測
施
設
、
水
位
観
測
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工

作
物
を
設
置
す
る
こ
と
。

ホ
　
法
令
の
規
定
に
よ
り
、
又
は
保
安
の
目
的
で
標
識
、
く
い
、
警
報
機
、
雨
量
観
測
施
設
、
水
位
観
測
施
設

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物
を
設
置
す
る
こ
と
。

ヘ
　
測
量
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
測
量
標
又
は
水
路
業
務
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
水
路
測
量
標

を
設
置
す
る
こ
と
。

ト
　
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
施
設
、
同
条
第
二
号
イ
、
ロ
、
ハ
、

ル
若
し
く
は
ヲ
に
掲
げ
る
施
設
（
同
号
イ
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
駐
車
場
及
び
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
除
き
、

同
号
ハ
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
公
共
施
設
用
地
に
限
る
。
）
、
管
理
地
区
が
指
定
さ
れ
た
際
現
に
同
法
第

六
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
漁
港
施
設
と
み
な
さ
れ
て
い
る
施
設
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
り
漁
港
施
設
と
み
な

さ
れ
た
施
設
で
あ
っ
て
法
第
三
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
も
の
（
法
第
五

十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

チ
　
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
漁
港
管
理
規
程
に
基
づ
き
標
識
を
設

置
す
る
こ
と
。

リ
　
沿
岸
漁
業
の
生
産
基
盤
の
整
備
及
び
開
発
を
行
う
た
め
に
必
要
な
沿
岸
漁
業
の
構
造
の
改
善
に
関
す
る
事

業
に
係
る
施
設
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

ヌ
　
海
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
第
七
条
に
規
定
す
る
沿
岸
水
産
資
源
開
発
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
係
る
増
殖

又
は
養
殖
の
た
め
の
施
設
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

ル
　
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
に

基
づ
く
沿
岸
漁
業
に
係
る
魚
礁
の
設
置
若
し
く
は
水
産
動
植
物
の
増
殖
場
及
び
養
殖
場
の
造
成
若
し
く
は
沿

岸
漁
場
の
保
全
に
関
す
る
事
業
又
は
沿
岸
漁
場
整
備
開
発
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
六
条

第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
若
し
く
は
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
計
画
に
基
づ
く
水
産

動
物
の
種
苗
の
生
産
及
び
放
流
並
び
に
水
産
動
物
の
育
成
に
関
す
る
事
業
に
係
る
施
設
を
改
築
し
、
又
は
増

築
す
る
こ
と
。

ヲ
　
道
路
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
（
小
規
模
の
拡
幅
、
舗
装
、
こ
う
配
の
緩
和
、
線
形
の
改
良
そ
の

他
道
路
の
現
状
に
著
し
い
変
更
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
に
限
る
。
）
。

ワ
　
信
号
機
、
防
護
柵
、
土
留
擁
壁
そ
の
他
道
路
、
鉄
道
、
軌
道
又
は
索
道
の
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
施
設
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
（
信
号
機
に
あ
っ
て
は
、
新
築
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
。

カ
　
鉄
道
施
設
、
軌
道
に
関
す
る
工
作
物
又
は
索
道
施
設
を
維
持
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該
工

作
物
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

ヨ
　
鉄
道
、
軌
道
若
し
く
は
索
道
の
駅
舎
又
は
自
動
車
若
し
く
は
船
舶
に
よ
る
旅
客
運
送
事
業
の
営
業
所
若
し

く
は
待
合
所
に
お
い
て
、
駅
名
板
、
停
留
所
標
識
又
は
料
金
表
、
運
送
約
款
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

を
表
示
し
た
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
。

タ
　
鉄
道
、
軌
道
又
は
索
道
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
（
上
家
を
含
む
。
）
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

レ
　
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
十
四
号
に
規
定
す
る
廃
油
処
理
施
設
を
改

築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

ソ
　
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
五
項
の
港
湾
施
設
又
は
同
条
第
六
項
の
規
定

に
よ
り
港
湾
施
設
と
み
な
さ
れ
た
施
設
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

ツ
　
航
路
標
識
そ
の
他
船
舶
の
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
施
設
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。
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ネ
　
船
舶
又
は
積
荷
の
急
迫
し
た
危
難
を
避
け
る
た
め
の
応
急
措
置
と
し
て
仮
設
の
工
作
物
を
新
築
す
る
こ

と
。

ナ
　
航
空
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
航
空
保
安
施
設
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

ラ
　
郵
便
差
出
箱
、
集
合
郵
便
受
箱
、
信
書
便
差
出
箱
、
公
衆
電
話
施
設
又
は
電
気
通
信
事
業
法
第
百
四
十
一

条
第
三
項
に
規
定
す
る
陸
標
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

ム
　
有
線
電
気
通
信
の
た
め
の
線
路
又
は
空
中
線
系
（
そ
の
支
持
物
を
含
む
。
）
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る

こ
と
。

ウ
　
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条
第
一
項
第
十
八
号
に
規
定
す
る
電
気
工
作
物

を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
（
そ
の
現
状
に
著
し
い
変
更
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
に
限
る
。
）
。

ヰ
　
電
柱
を
設
置
す
る
こ
と
。

ノ
　
気
象
、
地
象
、
地
動
、
地
球
磁
気
、
地
球
電
気
又
は
水
象
の
観
測
の
た
め
の
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
。

オ
　
環
境
又
は
地
質
の
調
査
の
た
め
の
測
定
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
。

ク
　
水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
三
条
第
八
項
に
規
定
す
る
水
道
施
設
、
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
又
は
同
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す

る
こ
と
。

ヤ
　
送
水
管
、
ガ
ス
管
、
電
気
供
給
の
た
め
の
電
線
路
、
有
線
電
気
通
信
の
た
め
の
線
路
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
工
作
物
を
道
路
に
埋
設
す
る
こ
と
。

マ
　
送
水
管
を
農
地
に
埋
設
す
る
こ
と
。

ケ
　
社
寺
境
内
地
又
は
墓
地
に
お
い
て
鳥
居
、
灯
ろ
う
、
墓
碑
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
設
置
す
る
こ

と
。

フ
　
消
防
又
は
水
防
の
用
に
供
す
る
望
楼
、
警
鐘
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す

る
こ
と
。

コ
　
宅
地
の
擁
壁
又
は
排
水
施
設
そ
の
他
宅
地
の
災
害
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
施
設
を
改
築
し
、
又
は
増
築

す
る
こ
と
。

エ
　
農
業
用
用
排
水
施
設
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
（
河
川
又
は
農
業
用
用
排
水
路
の
現
状
に
著
し
い

変
更
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
に
限
る
。
）
。

テ
　
建
築
物
の
存
す
る
敷
地
内
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
工
作
物
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と

（
（
２
）
又
は
（
７
）
に
掲
げ
る
工
作
物
の
改
築
又
は
増
築
に
あ
っ
て
は
、
改
築
後
又
は
増
築
後
に
お
い
て

（
２
）
又
は
（
７
）
に
掲
げ
る
も
の
と
な
る
場
合
に
お
け
る
改
築
又
は
増
築
に
限
る
。
）
。

（１）
　
空
中
線
系
（
そ
の
支
持
物
を
含
む
。
）
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の

（２）
　
当
該
建
築
物
の
高
さ
を
超
え
な
い
高
さ
の
物
干
場

（３）
　
旗
ざ
お
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の

（４）
　
門
、
塀
、
給
水
設
備
又
は
消
火
設
備

（５）
　
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
建
築
設
備

（６）
　
地
下
に
設
け
る
工
作
物
（
建
築
物
を
除
く
。
）

（７）
　
高
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
そ
の
他
の
工
作
物
（
建
築
物
を
除
く
。
）

ア
　
法
第
三
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
行
為
（
法
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協

議
に
係
る
行
為
を
含
む
。
）
又
は
こ
の
条
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
た
め
の
仮
設
の
工
作
物
（
宿
舎
を

除
く
。
）
を
、
当
該
行
為
に
係
る
工
事
敷
地
内
に
お
い
て
設
置
す
る
こ
と
。

二
　
建
築
物
の
存
す
る
敷
地
内
に
お
い
て
土
地
の
形
質
を
変
更
す
る
こ
と
。

三
　
鉱
物
を
採
掘
し
、
又
は
土
石
を
採
取
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
建
築
物
の
存
す
る
敷
地
内
に
お
い
て
、
鉱
物
を
採
掘
し
、
又
は
土
石
を
採
取
す
る
こ
と
。

ロ
　
鉱
業
法
第
五
条
に
規
定
す
る
鉱
業
権
の
設
定
さ
れ
て
い
る
土
地
の
区
域
内
に
お
い
て
鉱
物
の
採
掘
の
た
め

の
試
す
い
を
行
う
こ
と
。

ハ
　
露
天
掘
で
な
い
方
法
に
よ
り
、
鉱
物
を
採
掘
し
、
又
は
土
石
を
採
取
す
る
こ
と
。

ニ
　
地
質
の
調
査
の
た
め
に
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
。

ホ
　
環
境
の
調
査
の
た
め
に
、
岩
片
若
し
く
は
石
片
を
採
取
し
、
又
は
採
泥
を
行
う
こ
と
。

ヘ
　
水
又
は
温
泉
を
湧
出
さ
せ
る
た
め
に
試
掘
を
行
う
こ
と
（
試
掘
坑
の
坑
底
直
径
が
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
下
の
も
の
で
あ
っ
て
周
辺
の
自
然
環
境
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
に
限
る
。
）
。

ト
　
大
学
に
お
け
る
教
育
又
は
学
術
研
究
の
た
め
に
、
鉱
物
を
採
掘
し
、
又
は
土
石
を
採
取
す
る
こ
と
（
あ
ら

か
じ
め
、
環
境
大
臣
に
届
け
出
た
も
の
（
公
立
の
大
学
に
あ
っ
て
は
環
境
大
臣
に
通
知
し
た
も
の
）
に
限

る
。
）
。

四
　
建
築
物
の
存
す
る
敷
地
内
の
池
沼
等
を
埋
め
立
て
る
こ
と
。

五
　
河
川
、
湖
沼
等
の
水
位
又
は
水
量
に
増
減
を
及
ぼ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
建
築
物
の
存
す
る
敷
地
内
の
池
沼
等
の
水
位
又
は
水
量
に
増
減
を
及
ぼ
さ
せ
る
こ
と
。

ロ
　
田
畑
内
の
池
沼
等
の
水
位
又
は
水
量
に
増
減
を
及
ぼ
さ
せ
る
こ
と
。

ハ
　
管
理
地
区
が
指
定
さ
れ
た
際
既
に
そ
の
設
置
に
着
手
し
て
い
た
工
作
物
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
、
河

川
、
湖
沼
等
の
水
位
又
は
水
量
に
増
減
を
及
ぼ
さ
せ
る
こ
と
。

六
　
木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
建
築
物
の
存
す
る
敷
地
内
に
お
い
て
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
。

ロ
　
自
家
の
生
活
の
用
に
充
て
る
た
め
に
木
竹
を
択
伐
（
単
木
択
伐
に
限
る
。
）
す
る
こ
と
。

ハ
　
森
林
の
保
育
の
た
め
に
下
刈
り
し
、
つ
る
切
り
し
、
又
は
間
伐
す
る
こ
と
。

ニ
　
枯
損
し
た
木
竹
又
は
危
険
な
木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
。

ホ
　
測
量
、
実
地
調
査
又
は
施
設
の
保
守
の
支
障
と
な
る
木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
。

ヘ
　
気
象
、
地
象
、
地
球
磁
気
、
地
球
電
気
又
は
水
象
の
観
測
の
支
障
と
な
る
木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
。

ト
　
航
路
標
識
の
障
害
と
な
る
木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
。

七
　
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
湖
沼
又
は
湿
原
及
び
こ
れ
ら
の
周
辺
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
に
お
い
て
当
該
湖

沼
若
し
く
は
湿
原
又
は
こ
れ
ら
に
流
水
が
流
入
す
る
水
域
若
し
く
は
水
路
に
汚
水
又
は
廃
水
を
排
水
設
備
を
設

け
て
排
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
砂
防
法
第
一
条
に
規
定
す
る
砂
防
設
備
、
森
林
法
第
四
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
保
安
施
設
事
業
に
係

る
施
設
、
海
岸
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
岸
保
全
施
設
、
地
す
べ
り
等
防
止
法
第
二
条
第
三
項
に
規

定
す
る
地
す
べ
り
防
止
施
設
、
河
川
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
河
川
管
理
施
設
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に

よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設
又
は
雪
崩
の
防
止

の
た
め
の
施
設
か
ら
汚
水
又
は
廃
水
を
排
出
す
る
こ
と
。

ロ
　
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
漁
港
管
理
者
が
維
持
管
理
す
る
同
法

第
三
条
に
規
定
す
る
漁
港
施
設
か
ら
汚
水
又
は
廃
水
を
排
出
す
る
こ
と
。

ハ
　
船
舶
か
ら
冷
却
水
を
排
出
す
る
こ
と
。

ニ
　
下
水
道
に
汚
水
若
し
く
は
廃
水
を
排
出
す
る
こ
と
又
は
下
水
道
か
ら
汚
水
若
し
く
は
廃
水
を
排
出
す
る
こ

と
。

ホ
　
住
宅
か
ら
汚
水
又
は
廃
水
を
排
出
す
る
こ
と
（
し
尿
を
排
出
す
る
こ
と
を
除
く
。
）
。

ヘ
　
建
築
基
準
法
第
三
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
し
尿
浄
化
槽
（
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政

令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
処
理
対
象
人
員
に
応
じ
た
性
能
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）

か
ら
汚
水
又
は
廃
水
を
排
出
す
る
こ
と
。

ト
　
水
道
法
第
三
条
第
八
項
に
規
定
す
る
水
道
施
設
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
又
は
同
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に

設
け
ら
れ
る
排
水
処
理
設
備
か
ら
汚
水
又
は
廃
水
を
排
出
す
る
こ
と
。

チ
　
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
船
舶
又
は
同
条
第
十
号

に
規
定
す
る
海
洋
施
設
か
ら
汚
水
又
は
廃
水
を
排
出
す
る
こ
と
。

八
　
道
路
、
広
場
、
田
、
畑
、
牧
場
及
び
宅
地
以
外
の
地
域
の
う
ち
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
区
域
内
に
お
い
て
、

車
馬
若
し
く
は
動
力
船
を
使
用
し
、
又
は
航
空
機
を
着
陸
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
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イ
　
砂
防
法
第
一
条
に
規
定
す
る
砂
防
設
備
の
管
理
若
し
く
は
維
持
又
は
同
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ

れ
た
土
地
の
監
視
の
た
め
に
、
車
馬
若
し
く
は
動
力
船
を
使
用
し
、
又
は
航
空
機
を
着
陸
さ
せ
る
こ
と
。

ロ
　
海
岸
法
第
三
条
に
規
定
す
る
海
岸
保
全
区
域
の
管
理
の
た
め
に
、
車
馬
若
し
く
は
動
力
船
を
使
用
し
、
又

は
航
空
機
を
着
陸
さ
せ
る
こ
と
。

ハ
　
地
す
べ
り
等
防
止
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
す
べ
り
防
止
区
域
の
管
理
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る

地
す
べ
り
防
止
区
域
の
指
定
を
目
的
と
す
る
調
査
の
た
め
に
、
車
馬
若
し
く
は
動
力
船
を
使
用
し
、
又
は
航

空
機
を
着
陸
さ
せ
る
こ
と
。

ニ
　
河
川
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
そ
の
他
の
公
共
の
用
に
供
す
る
水
路
の
管
理
又
は
そ
の
指
定
を

目
的
と
す
る
調
査
（
同
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
区
域
の
指
定
、
同
法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
河
川
保
全
区
域
の
指
定
又
は
同
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
河
川
予
定
地
の
指
定
を
目

的
と
す
る
も
の
を
含
む
。
）
の
た
め
に
、
車
馬
若
し
く
は
動
力
船
を
使
用
し
、
又
は
航
空
機
を
着
陸
さ
せ
る

こ
と
。

ホ
　
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険

区
域
の
管
理
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
を
目
的
と
す
る
調
査
の
た
め
に
、

車
馬
若
し
く
は
動
力
船
を
使
用
し
、
又
は
航
空
機
を
着
陸
さ
せ
る
こ
と
。

ヘ
　
雪
崩
の
防
止
の
た
め
の
工
事
を
目
的
と
す
る
調
査
の
た
め
に
、
車
馬
若
し
く
は
動
力
船
を
使
用
し
、
又
は

航
空
機
を
着
陸
さ
せ
る
こ
と
。

ト
　
遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

遊
漁
船
業
を
営
む
た
め
に
車
馬
又
は
動
力
船
を
使
用
す
る
こ
と
。

チ
　
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
土
地
改
良
施

設
の
管
理
の
た
め
に
、
車
馬
若
し
く
は
動
力
船
を
使
用
し
、
又
は
航
空
機
を
着
陸
さ
せ
る
こ
と
。

リ
　
海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業

の
免
許
を
受
け
た
者
、
同
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
不
定
期
航
路
事
業
の
届
出
を
し
た
者
又
は
同
法
第
二

十
一
条
の
規
定
に
よ
り
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
の
許
可
を
受
け
た
者
が
当
該
事
業
を
営
む
た
め
に
動
力
船
を

使
用
す
る
こ
と
。

ヌ
　
港
湾
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
港
務
局
が
海
面
の
清
掃
又
は
浮
遊
油
の
回
収
の
た
め
に
動
力

船
を
使
用
す
る
こ
と
。

九
　
野
生
動
植
物
の
種
の
個
体
そ
の
他
の
物
の
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
測
量
、
実
地
調
査
又
は
施
設
の
保
守
の
支
障
と
な
る
植
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

ロ
　
気
象
、
地
象
、
地
動
、
地
球
磁
気
、
地
球
電
気
又
は
水
象
の
観
測
の
支
障
と
な
る
植
物
を
除
去
す
る
こ

と
。

ハ
　
航
路
標
識
の
障
害
と
な
る
植
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

ニ
　
内
水
面
に
お
け
る
漁
業
権
に
係
る
水
産
動
植
物
を
採
捕
す
る
こ
と
。

十
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
行
為

イ
　
保
安
林
の
区
域
等
に
お
け
る
森
林
法
第
三
十
四
条
第
二
項
（
同
法
第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
許
可
を
受
け
た
者
が
行
う
当
該
許
可
に
係
る
行
為
（
法
第
三
十
七
条
第
四
項
第
六
号
、
第
九

号
及
び
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ
　
保
安
林
の
区
域
等
に
お
け
る
森
林
法
第
三
十
四
条
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
の
同
項
（
同
法
第
四
十

四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
行
為
（
法
第
三
十
七
条
第
四
項
第
九
号
及
び
第
十

二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
森
林
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農
林
省
令

第
五
十
四
号
）
第
六
十
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
若
し
く
は
工
事
を
実
施
す
る
行
為
（
法
第
三
十
七
条

第
四
項
第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

ハ
　
水
産
資
源
保
護
法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
護
水
面
の
管
理
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
行
為
（
法

第
三
十
七
条
第
四
項
第
七
号
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

ニ
　
農
業
、
林
業
又
は
漁
業
を
営
む
た
め
に
行
う
行
為
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。

（１）
　
法
第
三
十
七
条
第
四
項
第
七
号
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の

（２）
　
住
宅
又
は
高
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
若
し
く
は
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建

築
物
（
仮
設
の
も
の
を
除
く
。
）
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
（
改
築
後
又
は
増
築
後
に

お
い
て
、
高
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
又
は
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
と
な

る
場
合
に
お
け
る
改
築
又
は
増
築
を
含
む
。
）
。

（３）
　
用
排
水
施
設
（
幅
員
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
水
路
を
除
く
。
）
又
は
幅
員
が
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
農
道

若
し
く
は
林
道
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
（
改
築
後
又
は
増
築
後
に
お
い
て
幅
員
が
二

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
と
な
る
場
合
に
お
け
る
改
築
又
は
増
築
を
含
む
。
）
。

（４）
　
農
用
地
の
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
ダ
ム
を
新
築
す
る
こ
と
。

（５）
　
宅
地
を
造
成
し
、
又
は
土
地
を
開
墾
す
る
こ
と
。

（６）
　
水
面
を
埋
め
立
て
、
又
は
干
拓
す
る
こ
と
。

（７）
　
森
林
で
あ
る
土
地
の
区
域
内
に
お
い
て
木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
。

ホ
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
試
験
研
究
機
関
の
用
地
内
に
お
い
て
試
験
研
究
と
し
て
行
う
行
為
（
法
第
三
十

七
条
第
四
項
第
七
号
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

ヘ
　
大
学
の
用
地
内
に
お
い
て
教
育
又
は
学
術
研
究
と
し
て
行
う
行
為
（
法
第
三
十
七
条
第
四
項
第
七
号
及
び

第
十
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

ト
　
鉄
道
施
設
、
軌
道
に
関
す
る
工
作
物
又
は
索
道
施
設
を
維
持
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
（
法
第
三
十
七
条

第
四
項
第
七
号
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
を
除
く
。
）
。

チ
　
文
化
財
保
護
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
、
同
法
第
七
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
同
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
埋
蔵
文
化

財
、
同
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
若
し
く
は
同
法
第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

仮
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
、
同
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
重
要
文

化
的
景
観
又
は
旧
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
法
律
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
物
件

の
保
存
の
た
め
の
行
為
（
建
築
物
の
新
築
並
び
に
法
第
三
十
七
条
第
四
項
第
七
号
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
四

号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

リ
　
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
八

号
）
第
九
条
の
二
第
一
項
の
許
可
に
係
る
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と
。

ヌ
　
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の
規
定
に
よ
る
防
除
に
係

る
特
定
外
来
生
物
の
捕
獲
、
採
取
若
し
く
は
殺
処
分
又
は
そ
の
防
除
を
目
的
と
す
る
生
殖
を
不
能
に
さ
れ
た

特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と
。

ル
　
犯
罪
の
予
防
又
は
捜
査
、
遭
難
者
の
救
助
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
行
為

ヲ
　
法
令
に
基
づ
く
検
査
、
調
査
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
行
為

ワ
　
法
令
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
処
分
に
よ
る
義
務
の
履
行
と
し
て
行
う
行
為

カ
　
工
作
物
の
修
繕
の
た
め
の
行
為

十
一
　
法
第
三
十
七
条
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
行
為
で
あ
っ
て
同
条
第
九
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣

が
指
定
す
る
方
法
及
び
限
度
内
に
お
い
て
す
る
も
の
に
付
帯
す
る
行
為
又
は
前
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
付
帯
す

る
行
為

（
非
常
災
害
に
対
す
る
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
の
行
為
の
届
出
）

第
二
十
六
条
　
法
第
三
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を

提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
行
為
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
行
為
の
種
類

三
　
行
為
の
目
的

四
　
行
為
の
場
所

五
　
行
為
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況

六
　
行
為
の
施
行
方
法
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七
　
行
為
の
完
了
の
日
又
は
予
定
日

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
行
為
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
五
万
分
の
一
以
上
の
地
形
図
を
添
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
立
入
制
限
地
区
内
へ
の
立
入
り
の
制
限
の
対
象
と
な
ら
な
い
行
為
）

第
二
十
七
条
　
法
第
三
十
八
条
第
四
項
第
二
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
第
一
条
の
五
第
四
号
ラ
、
第
二
十
五
条
第
一
号
ニ
、
ヘ
若
し
く
は
ノ
又
は
同
条
第
十
号
ル
か
ら
カ
ま
で
に
掲

げ
る
行
為

二
　
森
林
の
保
護
管
理
若
し
く
は
野
生
鳥
獣
の
保
護
増
殖
を
行
う
こ
と
又
は
そ
の
た
め
の
標
識
を
設
置
す
る
こ

と
。

三
　
地
下
に
お
い
て
、
鉱
物
を
採
掘
し
、
又
は
土
石
を
採
取
す
る
こ
と
。

四
　
測
量
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
測
量
又
は
水
路
業
務
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
水
路
測
量
を
行
う
こ

と
。

五
　
気
象
、
地
象
、
地
動
、
地
球
磁
気
、
地
球
電
気
又
は
水
象
の
観
測
を
行
う
こ
と
。

六
　
電
気
事
業
法
第
二
条
第
一
項
第
十
八
号
に
規
定
す
る
電
気
工
作
物
、
ガ
ス
事
業
法
第
二
条
第
十
三
項
に
規
定

す
る
ガ
ス
工
作
物
、
熱
供
給
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
熱
供

給
施
設
又
は
工
業
用
水
道
事
業
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
工
業
用
水
道
施
設
の
保
安
の
た
め
の
行
為

七
　
文
化
財
保
護
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
又
は
同
法
第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

仮
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
の
た
め
の
行
為
（
建
築
物
を
新
築
す
る
こ
と
及
び
土
地
の
形
質

を
変
更
す
る
こ
と
を
除
く
。
）

八
　
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の
規
定
に
よ
る
防
除
の
う

ち
、
緊
急
に
防
除
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
環
境
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
お
け
る
、
当
該
防
除
に
係
る
特
定
外
来

生
物
の
捕
獲
、
採
取
又
は
殺
処
分
を
行
う
こ
と
。

九
　
前
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
付
帯
す
る
行
為

（
立
入
制
限
地
区
内
へ
の
立
入
り
の
許
可
の
申
請
）

第
二
十
八
条
　
法
第
三
十
八
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
立
入
り
の
目
的
と
な
る
行
為

三
　
立
入
制
限
地
区
の
位
置
及
び
名
称

四
　
立
ち
入
る
者
の
数
及
び
立
入
り
の
方
法

五
　
立
入
り
の
開
始
の
予
定
日
及
び
立
入
り
の
予
定
期
間

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
位
置
図
及
び
立
ち
入
る
巡
路
又
は
範
囲
そ
の
他
立
入
り
の
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
図
面

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
視
地
区
内
に
お
け
る
行
為
の
届
出
）

第
二
十
九
条
　
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
二
十
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
前
項
の
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。

３
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
第
二
十
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
視
地
区
内
に
お
け
る
届
出
を
要
し
な
い
行
為
）

第
三
十
条
　
法
第
三
十
九
条
第
六
項
第
二
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
工
作
物
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
第
二
十
五
条
第
一
号
イ
か
ら
エ
ま
で
（
ト
、
ヤ
及
び
マ
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
行
為

ロ
　
次
に
掲
げ
る
工
作
物
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
（
改
築
又
は
増
築
に
あ
っ
て
は
、
改
築

後
又
は
増
築
後
に
お
い
て
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
と
な
る
場
合
に
お
け
る
改
築
又
は
増
築

に
限
る
。
）
。

（１）
　
床
面
積
の
合
計
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
建
築
物
又
は
水
平
投
影
面
積
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
（
海
域

に
あ
っ
て
は
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
以
下
の
工
作
物
（
建
築
物
を
除
く
。
）

（２）
　
鉄
塔
、
煙
突
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
て
高
さ
三
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

（３）
　
高
さ
二
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
ダ
ム

ハ
　
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
施
設
、
同
条
第
二
号
イ
、
ロ
、
ハ
、

ル
若
し
く
は
ヲ
に
掲
げ
る
施
設
（
同
号
イ
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
駐
車
場
及
び
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
除
き
、

同
号
ハ
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
公
共
施
設
用
地
に
限
る
。
）
、
生
息
地
等
保
護
区
が
指
定
さ
れ
た
際
現
に

同
法
第
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
漁
港
施
設
と
み
な
さ
れ
て
い
る
施
設
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
り
漁
港
施
設

と
み
な
さ
れ
た
施
設
で
あ
っ
て
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
（
法

第
五
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

ニ
　
主
と
し
て
徒
歩
又
は
自
転
車
に
よ
る
交
通
の
用
に
供
す
る
道
路
を
設
置
す
る
こ
と
。

ホ
　
送
水
管
、
ガ
ス
管
、
電
気
供
給
の
た
め
の
電
線
路
、
有
線
電
気
通
信
の
た
め
の
線
路
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
工
作
物
を
埋
設
す
る
こ
と
。

ヘ
　
幅
員
が
四
メ
ー
ト
ル
以
下
の
河
川
そ
の
他
の
公
共
の
用
に
供
す
る
水
路
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築

す
る
こ
と
（
改
築
後
又
は
増
築
後
に
お
い
て
幅
員
が
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
と
な
る
場
合
に
お
け
る
改

築
又
は
増
築
を
除
く
。
）
。

ト
　
日
本
郵
便
株
式
会
社
の
営
業
所
（
簡
易
郵
便
局
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
十
三
号
）
第
七
条
第
一

項
に
規
定
す
る
委
託
業
務
を
行
う
施
設
を
含
む
。
）
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九

項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
の
事
業
所
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

チ
　
工
業
用
水
道
事
業
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
工
業
用
水
道
施
設
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

リ
　
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
法
第
五
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
含
む
。
）

を
了
し
た
行
為
（
法
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
せ
ず
、
か
つ
、
同
条
第
五
項
の
期
間

を
経
過
し
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は
こ
の
条
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
た
め
の
仮
設
の
工
作
物
（
宿
舎

を
除
く
。
）
を
、
当
該
行
為
に
係
る
工
事
敷
地
内
に
お
い
て
設
置
す
る
こ
と
。

二
　
宅
地
を
造
成
し
、
土
地
を
開
墾
し
、
そ
の
他
土
地
（
水
底
を
含
む
。
）
の
形
質
を
変
更
す
る
こ
と
で
あ
っ
て

次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
工
作
物
で
な
い
道
又
は
河
川
そ
の
他
の
公
共
の
用
に
供
す
る
水
路
の
設
置
又
は
管
理
の
た
め
に
土
地
の
形

質
を
変
更
す
る
こ
と
。

ロ
　
教
育
、
試
験
研
究
又
は
学
術
研
究
の
た
め
に
土
地
の
形
質
を
変
更
す
る
こ
と
。

ハ
　
養
浜
の
た
め
に
土
地
の
形
質
を
変
更
す
る
こ
と
。

ニ
　
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
た
め
に
、
当
該
新
築
、
改
築
又
は
増
築
を
行
う
土
地
の
区
域
内
に
お
い

て
土
地
の
形
質
を
変
更
す
る
こ
と
。

ホ
　
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
（
海
底
に
あ
っ
て
は
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
な
い
土
地
の
形
質
の
変
更

で
あ
っ
て
、
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

の
り法

を
生
ず
る
切
土
又
は
盛
土
を
伴
わ
な
い
も
の

三
　
鉱
物
を
採
掘
し
、
又
は
土
石
を
採
取
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
第
二
十
五
条
第
三
号
ロ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
行
為

ロ
　
水
又
は
温
泉
を
湧
出
さ
せ
る
た
め
に
土
石
を
採
取
す
る
こ
と
。

ハ
　
教
育
、
試
験
研
究
又
は
学
術
研
究
の
た
め
に
、
鉱
物
を
採
掘
し
、
又
は
土
石
を
採
取
す
る
こ
と
。

ニ
　
工
作
物
を
設
置
す
る
た
め
の
地
質
の
調
査
の
た
め
に
、
鉱
物
を
採
掘
し
、
又
は
土
石
を
採
取
す
る
こ
と
。

ホ
　
当
該
行
為
の
行
わ
れ
る
土
地
の
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
（
海
底
に
あ
っ
て
は
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を

超
え
ず
、
か
つ
、
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

の
り法

を
生
ず
る
切
土
又
は
盛
土
を
伴
わ
な
い
も
の

四
　
水
面
を
埋
め
立
て
、
又
は
干
拓
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
（
海
面
に
あ
っ
て
は
百
平

方
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
な
い
も
の

五
　
河
川
、
湖
沼
等
の
水
位
又
は
水
量
に
増
減
を
及
ぼ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
田
畑
内
の
池
沼
等
の
水
位
又
は
水
量
に
増
減
を
及
ぼ
さ
せ
る
こ
と
。
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ロ
　
生
息
地
等
保
護
区
が
指
定
さ
れ
た
際
既
に
そ
の
設
置
に
着
手
し
て
い
た
工
作
物
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り

当
該
生
息
地
等
保
護
区
の
区
域
の
う
ち
監
視
地
区
の
区
域
内
の
河
川
、
湖
沼
等
の
水
位
又
は
水
量
に
増
減
を

及
ぼ
さ
せ
る
こ
と
。

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
行
為

イ
　
第
一
条
の
五
第
四
号
ウ
又
は
第
二
十
五
条
第
十
号
ル
か
ら
カ
ま
で
に
掲
げ
る
行
為

ロ
　
測
量
法
第
四
条
に
規
定
す
る
基
本
測
量
又
は
同
法
第
五
条
に
規
定
す
る
公
共
測
量
を
行
う
こ
と
。

ハ
　
法
第
三
十
七
条
第
四
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
で
あ
っ
て
森
林
法
第
三
十
四
条
第
二
項

本
文
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
を
保
安
林
の
区
域
等
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

ニ
　
水
産
資
源
保
護
法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
護
水
面
の
管
理
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
行
為

ホ
　
農
業
、
林
業
又
は
漁
業
を
営
む
た
め
に
行
う
行
為
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。

（１）
　
住
宅
又
は
高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
若
し
く
は
床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

建
築
物
（
仮
設
の
も
の
を
除
く
。
）
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
（
改
築
後
又
は
増
築
後

に
お
い
て
、
高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
又
は
床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

と
な
る
場
合
に
お
け
る
改
築
又
は
増
築
を
含
む
。
）
。

（２）
　
用
排
水
施
設
（
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以
下
の
水
路
を
除
く
。
）
又
は
幅
員
が
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
農
道

若
し
く
は
林
道
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
（
改
築
後
又
は
増
築
後
に
お
い
て
幅
員
が
四

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
と
な
る
場
合
に
お
け
る
改
築
又
は
増
築
を
含
む
。
）
。

（３）
　
農
用
地
の
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
ダ
ム
を
新
築
す
る
こ
と
。

（４）
　
宅
地
を
造
成
す
る
こ
と
。

（５）
　
土
地
を
開
墾
す
る
こ
と
（
農
業
を
営
む
者
が
、
そ
の
経
営
に
係
る
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
に
近
接
し
て

こ
れ
と
一
体
と
し
て
経
営
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）
。

（６）
　
水
面
を
埋
め
立
て
、
又
は
干
拓
す
る
こ
と
（
農
業
を
営
む
者
が
、
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
の
造
成
又
は

改
良
を
行
う
た
め
に
当
該
造
成
又
は
改
良
に
係
る
土
地
に
介
在
す
る
池
沼
等
を
埋
め
立
て
る
こ
と
を
除

く
。
）
。

ヘ
　
魚
礁
の
設
置
そ
の
他
漁
業
生
産
基
盤
の
整
備
又
は
開
発
の
た
め
に
行
う
行
為

ト
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
試
験
研
究
機
関
の
用
地
内
に
お
い
て
試
験
研
究
と
し
て
行
う
行
為

チ
　
大
学
の
用
地
内
に
お
い
て
教
育
又
は
学
術
研
究
と
し
て
行
う
行
為

リ
　
鉄
道
施
設
、
軌
道
に
関
す
る
工
作
物
又
は
索
道
施
設
を
維
持
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

ヌ
　
建
築
物
の
存
す
る
敷
地
内
で
行
う
行
為
（
建
築
物
を
設
置
す
る
こ
と
を
除
く
。
）

七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
付
帯
す
る
行
為

（
法
第
四
十
一
条
第
三
項
及
び
法
第
四
十
二
条
第
三
項
の
証
明
書
の
様
式
）

第
三
十
一
条
　
法
第
四
十
一
条
第
三
項
及
び
法
第
四
十
二
条
第
三
項
の
証
明
書
の
様
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
様
式
第
六
及

び
様
式
第
七
の
と
お
り
と
す
る
。

（
補
償
請
求
書
）

第
三
十
二
条
　
法
第
四
十
四
条
第
二
項
（
法
第
四
十
八
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
る
補
償
の
請
求
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
請
求
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
補
償
請
求
の
理
由

三
　
補
償
請
求
額
の
総
額
及
び
そ
の
内
訳

第
三
章
　
保
護
増
殖
事
業

（
保
護
増
殖
事
業
の
認
定
の
申
請
）

第
三
十
三
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
以
外
の
者
は
、
法
第
四
十
六
条
第
三
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
職
業
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
、
代
表
者
の
氏

名
及
び
主
た
る
事
業
）

二
　
保
護
増
殖
事
業
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
保
護
増
殖
事
業
の
事
業
計
画
書
及
び
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
申
請
者
の
略
歴
を
記
載
し
た
書
類
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
現
に
行
っ
て
い
る
業
務
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
）

二
　
法
人
に
あ
っ
て
は
、
定
款
又
は
寄
附
行
為
、
登
記
事
項
証
明
書
並
び
に
そ
の
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載

し
た
書
類

（
認
定
保
護
増
殖
事
業
の
公
示
の
方
法
）

第
三
十
四
条
　
法
第
四
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
四
十
六
条
第
四
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
行
う
場
合
　
認
定
を
受
け
た
保
護
増
殖
事
業
を
行
う
者

の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
並
び
に
認

定
を
受
け
た
保
護
増
殖
事
業
の
事
業
計
画

二
　
法
第
四
十
六
条
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
行
う
場
合
　
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
保
護
増
殖
事
業
を

行
っ
て
い
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏

名
）

（
法
第
四
十
八
条
の
二
第
三
項
の
証
明
書
の
様
式
）

第
三
十
五
条
　
法
第
四
十
八
条
の
二
第
三
項
の
証
明
書
の
様
式
は
、
様
式
第
八
の
と
お
り
と
す
る
。

第
四
章
　
認
定
希
少
種
保
全
動
植
物
園
等

（
飼
養
等
及
び
譲
渡
し
等
の
実
施
体
制
及
び
飼
養
栽
培
施
設
の
基
準
）

第
三
十
六
条
　
法
第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
第
二
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
飼
養
等
及
び
譲
渡
し
等
の
実

施
体
制
及
び
飼
養
栽
培
施
設
が
、
認
定
の
申
請
に
係
る
動
植
物
園
等
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
希
少
野
生
動
植
物

種
の
個
体
を
飼
養
等
及
び
譲
渡
し
等
の
目
的
に
応
じ
て
種
の
保
存
の
た
め
適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
飼
養
等
及
び
譲
渡
し
等
に
関
す
る
計
画
の
基
準
）

第
三
十
七
条
　
法
第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
第
三
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
飼
養
等
及
び
譲
渡
し
等
に
関

す
る
計
画
が
、
認
定
の
申
請
に
係
る
動
植
物
園
等
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
を
飼
養

等
及
び
譲
渡
し
等
の
目
的
に
応
じ
て
種
の
保
存
の
た
め
適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
展
示
の
方
針
等
の
基
準
）

第
三
十
八
条
　
法
第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
第
五
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
認
定
の
申
請
に
係
る
動
植
物
園
等
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
希
少
野
生
動
植
物
種
の
展
示
の
方
針
が
、
当
該

種
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
、
そ
の
保
存
の
重
要
性
並
び
に
そ
の
保
存
の
た
め
の
施
策
及
び
事
業
に
つ
い
て
の
適

切
な
啓
発
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
認
定
の
申
請
に
係
る
動
植
物
園
等
が
、
そ
の
取
り
扱
う
希
少
野
生
動
植
物
種
（
令
別
表
第
三
に
掲
げ
る
種
及

び
第
五
条
第
二
項
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
種
を
除
く
。
）
の
う
ち
一
種
以
上
の
個
体
に
つ
い
て
繁

殖
さ
せ
、
又
は
繁
殖
さ
せ
る
こ
と
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
認
定
の
申
請
に
係
る
動
植
物
園
等
が
、
そ
の
取
り
扱
う
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
の
う
ち
一
種
以
上
の
個
体

に
つ
い
て
、
そ
の
生
息
地
又
は
生
育
地
に
お
け
る
、
当
該
種
の
個
体
の
繁
殖
の
促
進
、
当
該
生
息
地
又
は
生
育

地
の
整
備
そ
の
他
の
当
該
種
の
保
存
を
図
る
た
め
の
事
業
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
認
定
の
申
請
に
係
る
動
植
物
園
等
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
が
、
適
法
に
取
得

さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
そ
の
他
認
定
の
申
請
に
係
る
動
植
物
園
等
が
、
そ
の
取
り
扱
う
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
を
種
の
保
存
の

た
め
適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

（
認
定
の
申
請
等
）

第
三
十
九
条
　
法
第
四
十
八
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

同
条
第
二
項
の
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
以
外
の
者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
定
款
若
し
く
は
寄
附
行
為
、
役
員
名
簿
及
び

登
記
事
項
証
明
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

二
　
認
定
の
申
請
に
係
る
動
植
物
園
等
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
希
少
野
生
動
植
物
種
の
飼
養
栽
培
施
設
の
規
模

及
び
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
図
面
及
び
写
真

三
　
認
定
の
申
請
者
が
法
第
四
十
八
条
の
四
第
四
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

２
　
環
境
大
臣
は
、
法
第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
同
条
第
二
項
の
申
請
書
及
び

前
項
各
号
の
書
類
の
ほ
か
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
法
第
四
十
八
条
の
四
第
二
項
第
七
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
認
定
の
申
請
者
が
寄
与
す
る
前
条
第
三
号
の
事
業
に
係
る
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
の
種
名

二
　
認
定
の
申
請
に
係
る
動
植
物
園
等
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
を
取
得
し
た
経
緯

（
認
定
希
少
種
保
全
動
植
物
園
等
の
公
示
の
方
法
）

第
四
十
条
　
法
第
四
十
八
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
認
定
を
受
け
た
（
変
更
の
認
定
を
受
け
た
場
合
、
変
更
若
し
く
は
廃
止
の
届
出
を
し
た
場
合
、
認
定
の
更
新

を
受
け
た
場
合
又
は
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
次
号
及
び
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
者
の
名
称

及
び
住
所
並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
認
定
を
受
け
た
動
植
物
園
等
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
認
定
を
受
け
た
場
合
、
変
更
の
認
定
を
受
け
た
場
合
、
変
更
の
届
出
を
し
た
場
合
又
は
認
定
の
更
新
を
受
け

た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
動
植
物
園
等
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
希
少
野
生
動
植
物
種
の
種
名

四
　
変
更
の
認
定
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
四
十
八
条
の
四
第
二
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
に
係
る
種
名

五
　
変
更
の
届
出
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
変
更
の
内
容

六
　
認
定
を
受
け
た
年
月
日
及
び
認
定
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日

（
変
更
の
認
定
の
申
請
）

第
四
十
一
条
　
法
第
四
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
変
更
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
動
植
物
園
等
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
認
定
を
受
け
た
年
月
日

四
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
及
び
そ
の
内
容

五
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

六
　
変
更
の
理
由

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
第
三
十
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
法
第
四
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
変
更
の
認
定
に
伴
い
そ
の
内
容
が
変
更
さ
れ
る
も
の
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

（
変
更
の
認
定
を
要
し
な
い
軽
微
な
変
更
）

第
四
十
二
条
　
法
第
四
十
八
条
の
五
第
一
項
た
だ
し
書
の
環
境
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
法
第
四
十
八
条
の

四
第
二
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
（
変
更
に
係
る
認
定
希
少
種
保
全
動
植
物
園
等
に
お

い
て
取
り
扱
わ
れ
る
希
少
野
生
動
植
物
種
の
種
名
又
は
当
該
種
ご
と
の
飼
養
等
及
び
譲
渡
し
等
の
目
的
を
新
た
に

追
加
す
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
同
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
（
当
該
変
更
後
も
当
該

動
植
物
園
等
が
同
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
限
る
。
）
と
す
る
。

（
変
更
の
届
出
）

第
四
十
三
条
　
法
第
四
十
八
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出

書
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
届
出
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
届
出
に
係
る
動
植
物
園
等
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
認
定
を
受
け
た
年
月
日

四
　
変
更
し
た
事
項
及
び
そ
の
内
容

五
　
変
更
の
年
月
日

六
　
変
更
の
理
由

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
第
三
十
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
当
該
変
更
に
伴
い
そ
の
内
容
が
変
更

さ
れ
た
も
の
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
止
の
届
出
）

第
四
十
四
条
　
法
第
四
十
八
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
の
届
出
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
届
出
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
届
出
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
届
出
に
係
る
動
植
物
園
等
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
認
定
を
受
け
た
年
月
日

四
　
廃
止
の
年
月
日

五
　
廃
止
し
た
と
き
に
現
に
当
該
認
定
希
少
種
保
全
動
植
物
園
等
に
お
い
て
取
り
扱
う
希
少
野
生
動
植
物
種
の
種

名
及
び
当
該
種
ご
と
の
個
体
数
並
び
に
そ
の
処
置
の
方
法

（
認
定
の
更
新
）

第
四
十
五
条
　
法
第
四
十
八
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
八
条
の
四
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の

規
定
に
よ
り
、
法
第
四
十
八
条
の
六
第
一
項
の
認
定
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
第
三
十
六
条
か
ら
第

三
十
九
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
記
録
及
び
報
告
）

第
四
十
六
条
　
法
第
四
十
八
条
の
七
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
希
少
野
生
動
植
物
種
ご
と
に
実
施
さ
れ
た
飼

養
等
及
び
譲
渡
し
等
の
内
容
、
法
第
四
十
八
条
の
四
第
二
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し

た
場
合
（
法
第
四
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届

出
を
要
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
そ
の
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
と
す
る
。

２
　
法
第
四
十
八
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
少
な
く
と
も
毎
年
度
一
回
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
四
十
八
条
の
十
一
第
二
項
の
証
明
書
の
様
式
）

第
四
十
七
条
　
法
第
四
十
八
条
の
十
一
第
二
項
の
証
明
書
の
様
式
は
、
様
式
第
九
の
と
お
り
と
す
る
。

第
五
章
　
雑
則

（
法
第
五
十
条
第
二
項
の
証
明
書
の
様
式
）

第
四
十
八
条
　
法
第
五
十
条
第
二
項
の
証
明
書
の
様
式
は
、
様
式
第
十
の
と
お
り
と
す
る
。

（
希
少
野
生
動
植
物
種
保
存
推
進
員
が
行
う
個
体
に
関
す
る
調
査
）

第
四
十
九
条
　
法
第
五
十
一
条
第
四
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
調
査
は
、
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
生
息
状
況

又
は
生
育
状
況
の
調
査
そ
の
他
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
存
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
調
査
で
あ
っ
て
、
あ
ら
か

じ
め
、
環
境
大
臣
に
届
け
出
た
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
届
出
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
職
業
並
び
に
第
三
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
八
号

ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
第
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
届
出
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
国
等
に
関
す
る
協
議
の
適
用
除
外
等
）

第
五
十
条
　
法
第
五
十
四
条
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
等
の
生
き
て
い
る
個
体
の
捕
獲
等
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
試
験
研
究
機
関
が
試
験
研
究
の
た
め
に
捕
獲
等
を
す
る
場
合
（
あ
ら
か
じ
め
、

環
境
大
臣
に
通
知
し
た
も
の
に
限
る
。
）

ロ
　
傷
病
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
緊
急
に
保
護
を
要
す
る
個
体
の
捕
獲
等
を
す
る
場
合

ハ
　
種
の
保
存
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
伝
染
性
疾
病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
伝
染
性
疾

病
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
個
体
の
捕
獲
等
を
す
る
場
合
（
あ
ら
か
じ
め
、
環
境
大
臣
に
通
知

し
た
も
の
に
限
る
。
）

14



ニ
　
傷
病
に
よ
り
緊
急
に
保
護
を
要
す
る
た
め
捕
獲
を
し
た
個
体
（
動
物
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
傷
病
そ
の

他
の
理
由
に
よ
り
そ
の
生
息
地
に
適
切
に
放
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
か
つ
、
法
第
十
条
第
一
項
の
目
的
で
飼
養

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
や
む
を
得
ず
殺
傷
す
る
場
合
（
あ
ら
か
じ
め
、
環
境
大
臣

に
通
知
し
た
も
の
に
限
る
。
）

ホ
　
次
に
掲
げ
る
行
為
に
伴
っ
て
捕
獲
等
を
す
る
場
合

（１）
　
第
五
条
第
一
項
第
六
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
（
チ
に
掲
げ
る
行
為
に
あ
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
環
境
大
臣
に
通
知
し
た
も
の
に
限
る
。
）

（２）
　
法
令
に
基
づ
き
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
任
務
と
さ
れ
て
い
る
遭
難
者
を
救
助
す
る
た
め
の
業
務
（
当

該
業
務
及
び
非
常
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
業
務
に
係
る
訓
練
を
含
む
。
）
、
犯
罪
の
予
防
又
は
捜
査
そ
の

他
の
公
共
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
業
務
、
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
業
務
、
水
路
業
務
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
業
務
を
行
う
た
め
に
、
車
馬
若
し
く
は
動
力
船
を
使
用
し
、
又
は
航
空
機
を
着
陸
さ

せ
る
こ
と
。

ヘ
　
個
体
の
保
護
の
た
め
の
移
動
又
は
移
植
を
目
的
と
し
て
当
該
個
体
の
捕
獲
等
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
行
為
に
伴
う
も
の

（１）
　
第
一
条
の
五
第
四
号
イ
か
ら
オ
ま
で
（
ウ
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
行
為

（２）
　
第
五
条
第
一
項
第
七
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
行
為

ト
　
警
察
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
警
察
の
責
務
と
し
て
行
う
行
為

二
　
法
第
三
十
七
条
第
四
項
の
許
可
を
受
け
る
べ
き
行
為
に
該
当
す
る
行
為
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る

も
の

イ
　
工
作
物
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
場
合
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

（１）
　
下
水
道
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
場
合

（２）
　
ダ
ム
又
は
湖
沼
水
位
調
節
施
設
を
改
築
す
る
場
合

（３）
　
標
識
、
く
い
、
警
報
機
、
雨
量
観
測
施
設
、
水
位
観
測
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物
を
設
置

す
る
場
合

ロ
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
試
験
研
究
機
関
が
、
試
験
研
究
の
た
め
に
、
鉱
物
を
採
掘
し
、
又
は
土
石
を
採

取
す
る
場
合
（
あ
ら
か
じ
め
、
環
境
大
臣
に
通
知
し
た
も
の
に
限
る
。
）

ハ
　
道
路
、
広
場
、
田
、
畑
、
牧
場
及
び
宅
地
以
外
の
地
域
の
う
ち
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
区
域
内
に
お
い

て
、
車
馬
若
し
く
は
動
力
船
を
使
用
し
、
又
は
航
空
機
を
着
陸
さ
せ
る
場
合
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

（１）
　
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
漁
港
の
区
域
の
管
理
又

は
調
査
の
た
め
に
、
車
馬
若
し
く
は
動
力
船
を
使
用
し
、
又
は
航
空
機
を
着
陸
さ
せ
る
場
合

（２）
　
漁
業
取
締
り
の
た
め
に
、
車
馬
若
し
く
は
動
力
船
を
使
用
し
、
又
は
航
空
機
を
着
陸
さ
せ
る
場
合

（３）
　
海
面
の
清
掃
又
は
浮
遊
油
の
回
収
の
た
め
に
動
力
船
を
使
用
す
る
場
合

（４）
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
試
験
研
究
機
関
が
、
試
験
研
究
の
た
め
に
、
車
馬
若
し
く
は
動
力
船
を
使
用

し
、
又
は
航
空
機
を
着
陸
さ
せ
る
場
合
（
あ
ら
か
じ
め
、
環
境
大
臣
に
通
知
し
た
も
の
に
限
る
。
）

（５）
　
法
令
に
基
づ
き
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
任
務
と
さ
れ
て
い
る
遭
難
者
を
救
助
す
る
た
め
の
業
務
（
当

該
業
務
及
び
非
常
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
業
務
に
係
る
訓
練
を
含
む
。
）
、
犯
罪
の
予
防
又
は
捜
査
そ
の

他
の
公
共
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
業
務
、
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
業
務
、
水
路
業
務
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
業
務
を
行
う
た
め
に
、
車
馬
若
し
く
は
動
力
船
を
使
用
し
、
又
は
航
空
機
を
着
陸
さ

せ
る
場
合

（６）
　
自
衛
隊
が
、
車
馬
若
し
く
は
動
力
船
を
使
用
し
、
又
は
航
空
機
を
着
陸
さ
せ
る
場
合

ニ
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
試
験
研
究
機
関
が
、
試
験
研
究
の
た
め
に
野
生
動
植
物
の
種
の
個
体
そ
の
他
の

物
の
捕
獲
等
を
す
る
場
合

ホ
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
場
合

（１）
　
ダ
ム
又
は
湖
沼
水
位
調
節
施
設
を
管
理
す
る
場
合
（
法
第
三
十
七
条
第
四
項
第
七
号
及
び
第
十
号
か
ら

第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
場
合
を
除
く
。
）

（２）
　
都
市
公
園
等
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
場
合
（
法
第
三
十
七
条
第
四
項
第
七
号
及
び
第
十
号
か
ら
第

十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
場
合
並
び
に
都
市
計
画
法
第
十
八
条
第
三
項
（
同
法
第
二
十
一
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得

た
都
市
計
画
に
基
づ
く
都
市
計
画
事
業
の
施
行
と
し
て
行
う
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
、
水
平
投
影
面

積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
工
作
物
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
も
の
（
改
築
後
又
は
増

築
後
に
お
い
て
水
平
投
影
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
と
な
る
場
合
に
お
け
る
改
築
又
は
増

築
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）

（３）
　
文
化
財
保
護
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
重
要
文
化
財
の
指
定
、
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
、
同
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
史
跡
名
勝
天
然

記
念
物
の
指
定
若
し
く
は
同
法
第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
仮
指
定
、
同

法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
の
た
め
の
行
為
又
は
同
法
第
九
十
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
を
す
る
場
合

（４）
　
警
察
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
警
察
の
責
務
と
し
て
の
行
為
を
す
る
場
合

ヘ
　
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
付
帯
す
る
行
為
を
す
る
場
合

三
　
法
第
三
十
八
条
第
四
項
第
三
号
の
許
可
を
受
け
る
べ
き
行
為
に
該
当
す
る
行
為
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
行
為
を
す
る
た
め
の
も
の

イ
　
雪
崩
の
防
止
の
た
め
の
施
設
又
は
火
山
地
、
火
山
麓
若
し
く
は
火
山
現
象
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
る

お
そ
れ
の
あ
る
地
域
に
お
い
て
土
砂
の
崩
壊
等
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
土
石
流
発
生
監
視
装
置
、

測
定
機
器
そ
の
他
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
工
作
物
を
設
置
す
る
こ
と
。

ロ
　
森
林
病
害
虫
等
防
除
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査

に
伴
い
木
竹
を
伐
採
し
、
又
は
損
傷
す
る
こ
と
。

ハ
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
試
験
研
究
機
関
が
、
試
験
研
究
の
た
め
に
農
林
水
産
物
に
損
害
を
与
え
る
病
害

虫
等
（
そ
れ
ら
の
卵
を
含
む
。
）
の
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
（
あ
ら
か
じ
め
、
環
境
大
臣
に
通
知
し
た
も
の
に

限
る
。
）
。

ニ
　
第
五
条
第
一
項
第
六
号
ト
又
は
チ
に
掲
げ
る
行
為

ホ
　
海
上
保
安
庁
が
、
航
路
標
識
を
設
置
し
、
若
し
く
は
管
理
す
る
こ
と
又
は
水
路
業
務
を
行
う
こ
と
。

ヘ
　
ダ
ム
又
は
湖
沼
水
位
調
節
施
設
を
改
築
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
。

ト
　
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
衛
隊
の
任
務
と
し
て

行
う
行
為

チ
　
警
察
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
警
察
の
責
務
と
し
て
行
う
行
為

リ
　
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
に
付
帯
す
る
行
為

２
　
法
第
五
十
四
条
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
工
作
物
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
場
合
で
あ
っ
て
前
項
第
二
号
イ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に

掲
げ
る
も
の

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
場
合

イ
　
砂
防
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
土
地
、
海
岸
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
岸
保
全
区

域
、
地
す
べ
り
等
防
止
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
す
べ
り
防
止
区
域
、
河
川
法
第
三
条
第
一
項
に
規

定
す
る
河
川
又
は
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
区
域
を
管
理
す
る
場
合

ロ
　
ダ
ム
又
は
湖
沼
水
位
調
節
施
設
を
管
理
す
る
場
合

ハ
　
都
市
公
園
等
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
場
合
（
都
市
計
画
法
第
十
八
条
第
三
項
（
同
法
第
二
十
一
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
た
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都
市
計
画
に
基
づ
く
都
市
計
画
事
業
の
施
行
と
し
て
行
う
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
、
水
平
投
影
面
積
が

千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
工
作
物
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
も
の
（
改
築
後
又
は
増
築
後
に

お
い
て
水
平
投
影
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
と
な
る
場
合
に
お
け
る
改
築
又
は
増
築
を
含

む
。
）
を
除
く
。
）

ニ
　
文
化
財
保
護
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
重
要
文
化
財
の
指
定
、
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
、
同
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
史
跡
名
勝
天
然
記
念

物
の
指
定
若
し
く
は
同
法
第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
仮
指
定
、
同
法
第
百

三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
の
た
め
の
行
為
又
は
同
法
第
九
十
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
埋
蔵
文
化
財
を
調
査
す
る
場
合

ホ
　
警
察
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
警
察
の
責
務
と
し
て
の
行
為
を
す
る
場
合

ヘ
　
前
項
第
二
号
ハ
（
（
４
）
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
場
合

三
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
付
帯
す
る
行
為
を
す
る
場
合

３
　
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
捕
獲
等
を
し
た
者
は
、
当
該
捕
獲
等
を
し
た
後
三
十
日
以
内
に
、
環
境
大
臣
に

通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
教
育
又
は
学
術
研
究
の
た
め
の
捕
獲
等
の
届
出
等
）

第
五
十
一
条
　
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
条
の
五
第
二
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
捕
獲
等
を
す
る
区
域
」
と
あ
る
の
は
第

一
条
の
五
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
は
「
捕
獲
等
を
す
る
区
域
（
移
動
又
は
移
植
を
す
る
区
域
を
含

む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
傷
病
個
体
等
の
譲
受
け
等
の
届
出
）

第
五
十
二
条
　
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
譲
受
け
又
は
引
取
り
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
届
出
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
職
業
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
、
代
表
者
の
氏

名
及
び
主
た
る
事
業
）

二
　
譲
受
け
又
は
引
取
り
を
し
た
個
体
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
種
名

ロ
　
生
き
て
い
る
個
体
又
は
卵
の
区
分

ハ
　
数
量

ニ
　
所
在
地

三
　
譲
受
け
又
は
引
取
り
を
す
る
目
的

四
　
譲
受
け
又
は
引
取
り
を
し
た
年
月
日

五
　
届
出
者
に
譲
渡
し
又
は
引
渡
し
を
し
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

六
　
譲
受
け
又
は
引
取
り
を
し
た
個
体
を
飼
養
栽
培
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
場
所
の
所
在
地
、

飼
養
栽
培
施
設
の
規
模
及
び
構
造
並
び
に
飼
養
栽
培
の
取
扱
者
の
住
所
、
氏
名
、
職
業
及
び
飼
養
栽
培
に
関
す

る
経
歴

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
譲
受
け
又
は
引
取
り
を
し
た
個
体
を
飼
養
栽
培
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
飼

養
栽
培
施
設
の
規
模
及
び
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
図
面
及
び
写
真
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
教
育
又
は
学
術
研
究
の
た
め
の
譲
受
け
等
の
届
出
等
）

第
五
十
三
条
　
前
条
の
規
定
は
、
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
条
第
二
項
第
一
号
、
第
三
号
、
第
四
号

又
は
第
六
号
に
規
定
す
る
譲
受
け
又
は
引
取
り
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
前
条
第
一
項
第
二
号
ロ
中
「
生
き
て
い
る
個
体
又
は
卵
」
と
あ
る
の
は
「
個
体
に
あ
っ
て
は
、
生
き
て
い

る
個
体
、
卵
又
は
そ
の
他
の
個
体
の
別
、
個
体
の
加
工
品
に
あ
っ
て
は
、
剝
製
又
は
そ
の
他
の
個
体
の
加
工
品
の

別
、
個
体
の
器
官
又
は
個
体
の
器
官
の
加
工
品
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
教
育
又
は
学
術
研
究
の
た
め
の
鉱
物
の
採
掘
等
の
届
出
）

第
五
十
四
条
　
第
二
十
三
条
の
規
定
は
、
第
二
十
五
条
第
三
号
ト
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
添
付
図
面
の
省
略
）

第
五
十
五
条
　
法
第
十
条
第
一
項
、
法
第
三
十
七
条
第
四
項
若
し
く
は
法
第
三
十
八
条
第
四
項
第
三
号
の
許
可
を
受

け
た
行
為
の
変
更
に
係
る
許
可
の
申
請
又
は
法
第
三
十
七
条
第
八
項
若
し
く
は
第
十
項
、
法
第
三
十
九
条
第
一

項
、
第
一
条
の
五
第
二
号
若
し
く
は
第
四
号
、
第
二
十
五
条
第
三
号
ト
若
し
く
は
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
を
了
し
た
行
為
の
変
更
に
係
る
届
出
に
あ
っ
て
は
、
第
三
条
第
二
項
（
第
五
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
三
条
第
二
項
（
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
四
条
第

三
項
、
第
二
十
六
条
第
二
項
、
第
二
十
八
条
第
二
項
、
第
二
十
九
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
申
請
書
又
は
届
出
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
図
面
又
は
写
真
（
第
三
項
に
お
い
て
「
添
付
図

面
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
そ
の
変
更
に
関
す
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
を
添
付
す
れ
ば
足
り
る
。

２
　
前
項
の
変
更
に
係
る
許
可
の
申
請
又
は
届
出
に
あ
っ
て
は
、
変
更
の
趣
旨
及
び
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
申
請

書
又
は
届
出
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
に
該
当
す
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
十
条
第
二
項
若
し
く
は
法
第
三
十
七
条
第
五
項
（
法
第
三
十
八
条
第

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
又
は
法
第
三
十
七
条
第
八
項
若
し
く
は

第
十
項
、
法
第
三
十
九
条
第
一
項
、
第
一
条
の
五
第
二
号
若
し
く
は
第
四
号
、
第
二
十
五
条
第
三
号
ト
若
し
く
は

第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
行
為
が
、
軽
易
な
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
添

付
図
面
の
全
部
を
添
付
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
添
付
図
面
の
一
部
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
五
十
六
条
　
法
及
び
こ
の
省
令
に
規
定
す
る
環
境
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
地
方
環
境
事
務

所
長
（
福
島
地
方
環
境
事
務
所
長
を
除
く
。
）
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
号
（
法
第
十
一
条
第
四
項
に
係
る

部
分
を
除
く
。
）
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
七
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
、
第
十
六
号
、
第
十
七
号
、
第
十
九
号
、
第

二
十
号
及
び
第
二
十
一
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
環
境
大
臣
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一
　
法
第
八
条
に
規
定
す
る
権
限

二
　
法
第
十
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
第
十
項
に
規
定
す
る
権
限

三
　
法
第
十
一
条
に
規
定
す
る
権
限

四
　
法
第
十
八
条
に
規
定
す
る
権
限

五
　
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限

六
　
法
第
三
十
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
規
定
す
る
権
限

七
　
法
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
権
限

八
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
及
び
法
第
三
十
三
条
の
五
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
に
規
定
す
る
権
限

九
　
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限

十
　
法
第
三
十
三
条
の
十
二
に
規
定
す
る
権
限

十
一
　
法
第
三
十
三
条
の
十
四
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
権
限

十
二
　
法
第
三
十
五
条
に
規
定
す
る
権
限

十
三
　
法
第
三
十
七
条
第
四
項
（
同
項
に
規
定
す
る
許
可
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
項
（
法
第
三
十
八
条
第

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
項
（
法
第
三
十
八
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
八
項
及
び
第
十
項
に
規
定
す
る
権
限

十
四
　
法
第
三
十
八
条
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
権
限

十
五
　
法
第
三
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
規
定
す
る
権
限

十
六
　
法
第
四
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
権
限

十
七
　
法
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
権
限

十
八
　
法
第
四
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
権
限

十
九
　
法
第
四
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
権
限

二
十
　
法
第
四
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
権
限

二
十
一
　
法
第
四
十
八
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限

二
十
二
　
法
第
四
十
九
条
に
規
定
す
る
権
限
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二
十
三
　
法
第
五
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
権
限
（
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
譲
渡
し
等
に

係
る
も
の
を
除
く
。
）

二
十
四
　
第
一
条
の
五
第
二
号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
権
限

二
十
五
　
第
三
条
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
に
規
定
す
る
権
限

二
十
六
　
第
二
十
五
条
第
三
号
ト
に
規
定
す
る
権
限

二
十
七
　
第
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限

二
十
八
　
第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
イ
、
ハ
、
ニ
及
び
ホ
（
１
）
、
第
二
号
ロ
及
び
ハ
（
４
）
並
び
に
第
三
号
ハ

並
び
に
第
三
項
に
規
定
す
る
権
限

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
五
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
二
月
八
日
総
理
府
令
第
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
七
年
二
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
六
月
一
四
日
総
理
府
令
第
三
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
六
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
七
年
六
月
二
十
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
一
一
月
三
〇
日
総
理
府
令
第
五
五
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
一
五
日
総
理
府
令
第
一
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
平
成
十
年
政
令
第
百
六
十
九
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
一
年
三
月
十
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
二
月
八
日
総
理
府
令
第
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
前
に
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種

の
保
存
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
十
五
条
第
三
号
ト
並
び
に
第
三
十
七
条
第
一
項
第
二
号
ロ
及
び
ハ
（
４
）

並
び
に
第
三
号
ハ
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
さ
れ
た
届
出
又
は
通
知
で
、
当
該
届
出
又
は
通
知
に

係
る
行
為
が
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
以
後
に
行
わ
れ
る
も
の
は
、
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
絶
滅
の
お
そ

れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
十
五
条
第
三
号
ト
並
び
に
第
三
十
七
条
第
一

項
第
二
号
ロ
及
び
ハ
（
４
）
並
び
に
第
三
号
ハ
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
に
対
し
て
さ
れ
た
届
出
又
は
通
知
と
み

な
す
。附

　
則
　
（
平
成
一
二
年
七
月
一
二
日
総
理
府
令
第
七
七
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
十
二
年
七
月
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
一
四
日
総
理
府
令
第
九
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
府
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
四
月
二
七
日
環
境
省
令
第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
六
月
二
九
日
環
境
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
二
九
日
環
境
省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
六
月
二
七
日
環
境
省
令
第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
二
月
二
六
日
環
境
省
令
第
二
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
五
年
四
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
環
境
省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
七
月
一
七
日
環
境
省
令
第
二
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
五
年
七
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る

野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
三
及
び
様
式
第
五

か
ら
様
式
第
七
ま
で
に
よ
る
身
分
証
明
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る

野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み

な
す
。

第
三
条
　
旧
規
則
様
式
第
四
及
び
様
式
第
四
の
二
に
よ
る
登
録
票
は
、
当
分
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
新
規
則
の
様
式
に
よ

る
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
六
日
環
境
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
気
事
業
法
及
び
ガ
ス
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
四

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
二
条
中
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
種
の
保
存

法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
第
四
号
ム
の
改
正
規
定
（
次
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
　
公
布

の
日

二
　
第
二
条
中
種
の
保
存
法
施
行
規
則
第
一
条
の
二
第
四
号
ム
の
改
正
規
定
（
「
第
二
条
第
八
項
」
を
「
第
二
条

第
十
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
十
七
条
第
六
号
の
改
正
規
定
（
「
第
二
条
第
十
二
項
」
を
「
第
二

条
第
十
三
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
　
平
成
十
六
年
四
月
一
日

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
六
日
環
境
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
四
日
環
境
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
動
産
登
記
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
三
月
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
二
九
日
環
境
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
文
化
財
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
七
年
四
月
一
九
日
環
境
省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
五
月
二
五
日
農
林
水
産
省
・
環
境
省
令
第
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
九
月
二
〇
日
環
境
省
令
第
二
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
環
境
大
臣
が
法
令
の
規
定
に
よ
り
し
た
登
録
そ
の
他
の
処
分
又
は
通
知
そ
の
他
の

行
為
（
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
地
方
環
境
事
務
所
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限

に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
処
分
等
」
と
い
う
。
）
は
、
相
当
の
地
方
環
境
事
務
所
長
が
し
た
処
分
等
と
み
な

し
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
法
令
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
に
対
し
て
し
た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
（
こ
の

省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
地
方
環
境
事
務
所
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
に
係
る
も
の

に
限
る
。
以
下
「
申
請
等
」
と
い
う
。
）
は
、
相
当
の
地
方
環
境
事
務
所
長
に
対
し
て
し
た
申
請
等
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
法
令
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
に
対
し
報
告
、
届
出
、
提
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
項
（
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
地
方
環
境
事
務
所
長
に
委
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任
さ
れ
た
権
限
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
を
、
当
該
法
令
の
規
定
に
よ
り
地
方
環
境
事
務
所
長
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
そ
の
他
の
手
続

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
当
該
法
令
の
規
定
を

適
用
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
四
月
二
〇
日
環
境
省
令
第
一
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
証
明
書
は
、
こ
の
省
令
に
よ

る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
り
調
製
し
た
用
紙
は
、
こ
の
省
令
の

施
行
後
に
お
い
て
も
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
九
月
二
八
日
環
境
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
郵
政
民
営
化
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
三
月
二
六
日
環
境
省
令
第
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
六
月
一
八
日
環
境
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
六
月
二
九
日
環
境
省
令
第
一
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
六
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
十
五
号
）
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り

有
線
放
送
電
話
に
関
す
る
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
放
送
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
有
線
放
送
電
話
に
関
す
る
法
律
第
三
条
の
許
可
を
受

け
て
い
る
者
が
行
う
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
有
線
放
送
電
話
業
務
の
用
に
供
す
る
施
設
の
管
理
の
た
め

に
必
要
な
行
為
に
係
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の
二
第
四
号
ラ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
〇
月
三
一
日
環
境
省
令
第
二
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
九
月
二
八
日
環
境
省
令
第
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
三
月
二
九
日
環
境
省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
国
有
林
野
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
の
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
農
林
水
産
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
（
平
成

二
十
五
年
農
林
水
産
省
令
第
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
五
月
二
九
日
環
境
省
令
第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
六
月
一
一
日
環
境
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
六
月
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
七
月
一
四
日
環
境
省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
二
月
二
〇
日
環
境
省
令
第
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十

六
年
法
律
第
四
十
六
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
一
月
二
六
日
環
境
省
令
第
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
二
五
日
環
境
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
二
月
二
八
日
環
境
省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
二
九
日
環
境
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

日
（
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
四
月
三
日
環
境
省
令
第
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
の
日
（
平
成
三
十
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
同
法
の
施
行
の
日
に
登
録
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
個
体
等
（
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後

の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正

省
令
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
種
の
生
き
て
い
る
個
体
で
あ
っ
て
、
個
体
識
別
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
登
録
の
更
新
を
受
け
る
ま
で
の
間
は
、
改
正
省
令
第
十

一
条
第
七
項
第
二
号
ヘ
、
同
条
第
九
項
第
二
号
ニ
及
び
同
条
第
十
項
第
二
号
ヘ
、
第
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号

ヘ
並
び
に
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
証
明
書
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改

正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
一
月
一
九
日
環
境
省
令
第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
一
月
二
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
二
月
一
九
日
環
境
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
〇
日
環
境
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
一
日
環
境
省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
漁
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
環
境
省
令
第
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
令
和
五
年
二
月
一
六
日
環
境
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
の
施
行
の
日
（
令
和
五
年
二
月
二
十
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
一
日
環
境
省
令
第
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
博
物
館
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
五
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
二
二
日
環
境
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
漁
港
漁
場
整
備
法
及
び
水
産
業
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
六

年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

様
式
第
１
（
第
３
条
関
係
）

様式第1（第3条関係）（平7総府令30・平12総府令94・令2環省令9・一部改正）（表）国内希少野生動植物種捕獲等許可証（緊急指定種）第号年月日有効期間年月日から年月日まで環境大臣印住所氏名（名称及び代表者の氏名）種名卵にあっては、その旨及び種名数量目的区域方法条件（裏）注意1．捕獲等許可証は、捕獲等の際には必ず携帯しなければならない。2．捕獲等許可証は、その効力を失った日から30日以内に、これを環境大臣に返納しなければならない。都道府県名捕獲等をした数量処置の要〇返納の際この欄に所要事項を記入することにより、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律施行規則第3条第10項の報告とすることができる。備考許可証の用紙の大きさは、日本産業規格A6とする。
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様
式
第
２
（
第
３
条
関
係
）

様式第2（第3条関係）（平7総府令30・平12総府令94・令2環省令9・一部改正）（表）国内希少野生動植物種捕獲等従事者証（緊急指定種）第号年月日有効期間年月日から年月日まで環境大臣印住所氏名捕獲等許可証の番号法人の名称種名卵にあっては、その旨及び種名数量（裏）目的区域方法条件注意1．従事者証は、捕獲等の際には必ず携帯しなければならない。2．従事者証は、その効力を失った日から30日以内に、これを環境大臣に返納しなければならない。備考従事者証の用紙の大きさは、日本産業規格A6とする。
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様
式
第
３
（
第
１
０
条
関
係
）

様式第3（第10条関係）（平12総府令94・全改、平15環省令20・平19環省令11・平26環省令17・平30環省令8・令2環省令9・一部改正）（表）第号絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第19条第2項の規定による身分証明書官職及び氏名生年月日写真年月日発行環境大臣印（裏）絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律抜粋第19条次の各号に掲げる大臣は、この法律の施行に必要な限度において、それぞれ当該各号に規定する者に対し、希少野生動植物種の個体等の取扱いの状況その他必要な事項について報告を求め、又はその職員に、希少野生動植物種の個体の捕獲等若しくは個体等の譲渡し等、輸入、陳列若しくは広告に係る施設に立ち入り、希少野生動植物種の個体等、飼養栽培施設、書類その他の物件を検査させ、若しくは関係者に質問させることができる。環境大臣第10条第1項若しくは第13条第1項の許可を受けている者又は販売若しくは頒布をする目的で希少野生動植物種の個体等の陳列若しくは広告をしている者環境大臣及び経済産業大臣特定第一種国内希少野生動植物種以外の希少野生動植物種の個体等で輸入されたものの譲受けをした者経済産業大臣特定第一種国内希少野生動植物種以外の希少野生動植物種の個体等で輸入した者2前項の規定による立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者に提示しなければならない。3第1項の規定による権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。第63条次の各号のいずれかに該当する者は、30万円以下の罰金に処する。略第19条第1項に規定する報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は同項の規定による立入検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは質問に対して陳述をせず、若しくは虚偽の陳述をした者～略備考この身分証明書の用紙の大きさは、日本産業規格A6とする。
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様
式
第
４
（
第
１
１
条
関
係
）

様式第4（第11条関係）（平26環省令17・全改、平30環省令8・一部改正）（表）国際希少野生動植物種登録票（個体個体の加工品個体の器官個体の器官の加工品）登録記号番号第―号種名登録を受けた区分又は名称国際希少野生動登録時（年植物月日）に種おける主な特徴登録をした個体等に係る個体識別番号登録年月日有効期間の満了の日備考年月日交付（写真）環境大臣印（登録機関代表者）（裏）注意1登録を受けた国際希少野生動植物種の個体、個体の加工品、個体の器官、個体の器官の加工品（以下「個体等」という。）は、販売又は頒布をする目的で陳列をするときは、その個体等に係る登録票を備え付け、広告をする時は登録を受けていること、登録記号番号、登録年月日及び登録の有効期間の満了の日（生きている個体に限る。）を表示しなければならない。2登録を受けた国際希少野生動植物種の個体等の譲渡し等は、その個体等に係る登録票とともにしなければならない。3登録票は、その登録票に係る国際希少野生動植物種の個体等とともにする場合を除いては、譲渡し等をしてはならない。4登録に係る個体等のうち個体識別措置が講じられたものを取り扱う者は、当該個体等の個体識別番号を識別できるよう取り扱わなければならない。5登録を受けた国際希少野生動植物種の個体等の正当な権原に基づく占有者は、個体識別措置を変更したときは、登録票を環境大臣に提出して、変更登録を受けなければならない。6登録を受けた国際希少野生動植物種の個体等の正当な権原に基づく占有者の氏名又は住所（法人にあっては、名称、代表者の氏名又は主たる事務所の所在地）に変更を生じたときは、30日以内に環境大臣（登録を行った個体等登録機関がある場合は当該個体等登録機関、登録を行った個体等登録機関がない場合であって他の個体等登録機関があるときは当該個体等登録機関。以下同じ。）にその旨を届け出なければならない。7登録を受けた国際希少野生動植物種の個体等の譲受け又は引取りをした者は、30日以内に環境大臣にその旨を届け出なければならない。8登録票は、次に掲げる場合のいずれかに該当することとなったときには、30日以内に環境大臣に返納しなければならない。登録票に係る国際希少野生動植物種の個体等を占有しないこととなった場合（登録票とともにその登録票に係る国際希少野生動植物種の個体等の譲渡し又は引渡しをした場合を除く。）個体等の区分に変更を生じ、変更登録の申請をしない場合登録票の再交付を受けた後亡失した登録票を回復した場合登録の有効期間がある場合には、当該登録の有効期間が満了した場合9以上の事項に違反した場合には、法により罰金の刑に処せられることとなる。10登録に係る個体等のうち有効期間があるものについては、登録票を環境大臣に提出してその更新を受けなければ、その期間の経過によって、その効力を失う。なお、登録の更新の申請は、当該登録の有効期間の満了日以前6月前から行うことができる。備考1個体、個体の加工品、個体の器官及び個体の器官の加工品の別は該当する項目を選択する。2再交付された登録票については、備考欄にその旨を記載する。3哺乳綱、爬虫綱及び両生綱の生きている個体及び個体の加工品並びに全ての種の個体の器官及び個体の器官の加工品には写真を付す。4登録票の用紙の大きさは、縦14．8センチメートル、横10センチメートルとする。
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式
第
５
（
第
１
８
条
関
係
）

様式第5（第18条関係）（平7総府令30・平12総府令94・平15環省令20・平19環省令11・平30環省令8・令2環省令9・一部改正）（表）第号絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第27条第2項の規定による身分証明書官職及び氏名生年月日写真年月日発行環境大臣印（裏）絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律抜粋第27条環境大臣は、この節の規定の施行に必要な限度において、個体等登録機関に対し、その個体等登録関係事務に関し報告を求め、又はその職員に、個体等登録機関の事務所に立ち入り、個体等登録機関の帳簿、書類その他必要な物件を検査させ、若しくは関係者に質問させることができる。2前項の規定による立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者に提示しなければならない。3第1項の規定による権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。第64条次の各号のいずれかに該当するときは、その違反行為をした個体等登録機関、事業登録機関又は認定機関の役員又は職員は、30万円以下の罰金に処する。・略第27条第1項（第33条の22及び第33条の33において準用する場合を含む。以下この号において同じ。）に規定する報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は同項の規定による立入検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは質問に対して陳述をせず、若しくは虚偽の陳述をしたとき。備考この身分証明書の用紙の大きさは、日本産業規格A6とする。
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様式第6（第31条関係）（平7総府令30・平11総府令12・平12総府令7・平12総府令94・平15環省令20・平19環省令11・平30環省令8・令2環省令9・一部改正）（表）第号絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第41条第3項の規定による身分証明書官職及び氏名生年月日写真年月日発行環境大臣印（裏）絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律抜粋第41条環境大臣は、この法律の施行に必要な限度において、管理地区の区域内において第37条第4項各号に掲げる行為をした者又は監視地区の区域内において同項第1号から第5号までに掲げる行為をした者に対し、その行為の実施状況その他必要な事項について報告を求めることができる。2環境大臣は、この法律の施行に必要な限度において、その職員に、生息地等保護区の区域内において前項に規定する者が所有し、又は占有する土地に立ち入り、その者がした行為の実施状況について検査させ、若しくは関係者に質問させ、又はその行為が国内希少野生動植物種の保存に及ぼす影響について調査をさせることができる。3前項の規定による立入検査又は立入調査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者に提示しなければならない。4第1項及び第2項の規定による権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。第63条次の各号のいずれかに該当する者は、30万円以下の罰金に処する。～略第41条第1項に規定する報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は同条第2項の規定による立入検査若しくは立入調査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは質問に対して陳述をせず、若しくは虚偽の陳述をした者・略備考この身分証明書の用紙の大きさは、日本産業規格A6とする。
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様式第7（第31条関係）（平7総府令30・平12総府令94・平15環省令20・平19環省令11・平30環省令8・令2環省令9・一部改正）（表）第号絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第42条第3項の規定による身分証明書官職及び氏名生年月日写真年月日発行環境大臣印（裏）絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律抜粋第42条環境大臣は、第36条第1項、第37条第1項又は第38条第1項の規定による指定又はその変更をするための実地調査に必要な限度において、その職員に、他人の土地に立ち入らせることができる。2環境大臣は、その職員に前項の規定による立入りをさせようとするときは、あらかじめ、土地の所有者又は占有者にその旨を通知し、意見を述べる機会を与えなければならない。3第1項の規定による立入りをする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者に提示しなければならない。4土地の所有者又は占有者は、正当な理由がない限り、第1項の規定による立入りを拒み、又は妨げてはならない。第63条次の各号のいずれかに該当する者は、30万円以下の罰金に処する。～略第42条第4項又は第48条の2第4項の規定に違反して、第42条第1項又は第48条の2第1項の規定による立入りを拒み、又は妨げた者略備考この身分証明書の用紙の大きさは、日本産業規格A6とする。
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様式第8（第35条関係）（平30環省令8・追加、令2環省令9・一部改正）（表）第号絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第48条の2第3項の規定による身分証明書官職及び氏名生年月日写真年月日発行環境大臣印（裏）絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律抜粋第48条の2環境大臣等は、保護増殖事業の実施に係る野生動植物の種の個体の捕獲等に必要な限度において、その職員に、他人の土地に立ち入り、立木竹を伐採させ、又は土地（水底を含む。以下この条において同じ。）の形質の軽微な変更をさせることができる。2環境大臣等は、その職員に前項の規定による行為をさせるときは、あらかじめ、土地の所有者若しくは占有者又は立木竹の所有者にその旨を通知し、意見を述べる機会を与えなければならない。3第1項の職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者に提示しなければならない。4土地の所有者又は占有者は、正当な理由がない限り、第1項の規定による立入りを拒み、又は妨げてはならない。5略第63条次の各号のいずれかに該当する者は、30万円以下の罰金に処する。～略第42条第4項又は第48条の2第4項の規定に違反して、第42条第1項又は第48条の2第1項の規定による立入りを拒み、又は妨げた者略備考この身分証明書の用紙の大きさは、日本産業規格A6とする。
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様式第9（第47条関係）（平30環省令8・追加、令2環省令9・一部改正）（表）第号絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第48条の11第2項の規定による身分証明書官職及び氏名生年月日写真年月日発行環境大臣印（裏）絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律抜粋第48条の11環境大臣は、この章の規定の施行に必要な限度において、認定希少種保全動植物園等設置者等に対し、必要な報告を求め、又はその職員に、認定希少種保全動植物園等若しくは認定希少種保全動植物園等設置者等の事務所に立ち入り、書類その他の物件を検査させ、若しくは関係者に質問させることができる。2前項の規定による立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者に提示しなければならない。3第1項の規定による権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。第63条次の各号のいずれかに該当する者は、30万円以下の罰金に処する。～略第48条の11に規定する報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は同条の規定による立入検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは質問に対して陳述をせず、若しくは虚偽の陳述をした者備考この身分証明書の用紙の大きさは、日本産業規格A6とする。
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様式第10（第48条関係）（平12総府令94・平19環省令11・一部改正、平30環省令8・旧様式第8繰下・一部改正、令2環省令9・一部改正）（表）第号身分証明書この証明書を携帯する者は、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第50条に規定する権限を行う希少野生動植物種保存取締官である。官職及び氏名生年月日写真年月日発行環境大臣印（裏）絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律抜粋第50条環境大臣は、その職員のうち政令で定める要件を備えるものに、第8条、第11条第1項若しくは第3項、第14条第1項若しくは第3項、第18条、第19条第1項、第35条、第40条第1項若しくは第2項又は第41条第1項に規定する権限の一部を行わせることができる。2前項の規定により環境大臣の権限の一部を行う職員（次項において「希少野生動植物種保存取締官」という。）は、その権限を行うときは、その身分を示す証明書を携帯し、関係者に提示しなければならない。3略備考この身分証明書の用紙の大きさは、日本産業規格A6とする。
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